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１ はじめに 

 

(1) 趣旨 

  平成19年６月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」が改正され（平成20年４月１

日施行）、各教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検・

評価を行い、その結果に関する報告書を作成して議会に提出・公表することとされました。 

  そこで、伊達市教育委員会では、平成20年度から、法改正の趣旨である、効果的な教育行政

の推進に資するとともに市民の皆さまへの説明責任を果たすため、学識経験者の知見を活用し

た教育委員会活動の点検・評価を実施しています。 

 

(2) 点検・評価の対象 

  点検・評価の対象は、第２次伊達市教育振興基本計画に掲げられた「取り組むべき主な施策」

とし、その進捗管理を各実施事業の点検・評価結果を踏まえて行っています。 

 

(3) 点検・評価の方法と評価区分（取り組むべき主な施策ごとの評価について） 

  点検・評価にあたっては、令和３年度に実施した事業・取組の状況を明らかにするとともに、

今後における課題と対応方向を示し、達成・完了しているものを「Ａ」、達成に向け進捗中のも

のを「Ｂ」、着手したが遅延しているものを「Ｃ」、未着手のものを「Ｄ」、事業実施ができない

等の理由により評価不可のものを「－」として表示しました。 

  また、点検・評価の客観性を確保するため、教育に関し学識経験を有する外部の方から意見、

助言をいただきました。 

 

(4) 点検・評価結果の構成 

 ①施策（取り組むべき主な施策） 

   第２次伊達市教育振興基本計画の目標に定めた、重点的に取り組む施策（31項目）です。 

 ②推進方策および今年度の取組内容 

   施策の分析を行い、抽出した課題解決のための推進方策および令和３年度に実施した主な

事業（取組）内容と実施状況を示しています。 

 ③施策の目標設定における取組状況・評価 

   取り組むべき主な施策の推進にかかる目標設定における取組状況の記載と取組への評価を

示しています。 

 ④施策に対する達成度評価 

   令和３年度における事業（取組）の実施状況などを踏まえるとともに、目標設定における

取組状況・評価とも照らし合わせた評価を行っています。また、今後の事業（取組）を進め

る上での課題と対応方針を示しています。 

   なお、取り組むべき主な施策の評価が「－」（評価不可）の場合にも、その理由等を記載し

ています。 
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 【参考】 地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第26条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長

に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により事務局

職員等に委任された事務を含む｡）を含む｡）の管理及び執行の状況について点検及び

評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公

表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有

する者の知見の活用を図るものとする。 
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２ 教育委員会の活動状況 

 令和３年度の教育委員会の活動について、「教育委員会会議」「教育施設訪問」などの項目に分

け、教育委員会自身による点検を行いました。 

 

(1) 教育委員会による点検 

  教育委員会会議については、毎月１回、開催する定例会と、必要に応じて開催する臨時会（令

和３年度は開催実績なし）があり、教育に関する様々な案件について検討し議決を行いました。 

  定例会については、開催予定や傍聴の案内、会議録等をホームページに掲載しました。また、

例年実施している市内の教育施設訪問については、新型コロナウイルス感染症の影響により今

年度は実施できませんでした。 

  議案、協議事項の審議及び報告については厳正に行われました。また、委員からの情報提供

や事務局からの事業の進捗状況及びその他の関連事項について、委員と事務局の間で意見交換

が活発に行われました。さらに、必要に応じて事案の調査、研究、協議及び周知等を行うため

の委員協議会が開催されました。 

  以下、令和３年度の主な活動を示し、それぞれの活動内容について報告します。 

 

 ○令和３年度教育委員会活動一覧 

４月22日（木） 定例会 

５月27日（木） 定例会 

６月24日（木） 定例会 

７月29日（木） 
定例会 

委員協議会 

８月19日（木） 定例会 

９月30日（木） 定例会 

10月28日（木） 定例会 

11月18日（木） 定例会 

12月16日（木） 定例会 

１月13日（木） 
定例会 

委員協議会 

２月３日（木） 定例会 

３月24日（木） 定例会 
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(2) 項目別点検 

 ①教育委員会会議 

 ア 議案について 

   「伊達市教育委員会事務委任規則」第２条により、教育長に対する事務委任は、次の各号

に掲げるものを除き（次に掲げる事項は教育委員会会議での議決が必要）、その権限に属す

る事務を教育長に委任すると定められています。 

   また、第３条により、教育長の臨時代理は、第２条各号に掲げる事務（同条第２号に掲げ

る事務を除く｡）について、緊急に処理する必要があり、かつ、教育委員会の会議を開くい

とまがないと認められるときは、これを臨時に代理することができ、臨時代理したときは、

その旨を直近の教育委員会の会議において報告しなければならないと定められています。 

(１) 教育に関する事務の管理及び執行の基本的な方針を決定すること。 

(２) 教育委員会規則及び教育委員会の定める訓令を制定し、又は改廃すること。 

(３) 教育予算その他議会の議決を経るべき事件の議案について意見を市長に申し出る

こと。 

(４) 教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関を設置し、又は廃止すること。 

(５) 附属機関の委員を任免すること。 

(６) 教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員の任免そ

の他の人事に関すること。 

(７) 特別支援教育推進委員会委員、スポーツ推進委員を委嘱すること。 

(８) 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価に関すること。 

(９) 請願、陳情等を処理すること。 

(10) 附属機関に対して重要な諮問をすること。 

(11) 学齢児童生徒の就学すべき学校の区域を設定し、又は変更すること。 

(12) 市文化財を指定し、又は解除すること。 

(13) １件の予定価格100万円以上の教育財産の取得を市長に申し出ること。 

(14) １件の予定価格100万円以上の工事の計画を策定すること。 

(15) 長の補助機関たる職員若しくは長の管理に属する行政機関の長に教育委員会の権

限に属する事務の一部を委任し、又は補助執行させること。 

(16) 長の権限に属する事務の一部を教育委員会に委任すること又は教育委員会の補助

機関たる職員に補助執行させることに関する協議に対し同意等をすること。 

   上の表に従い、令和３年度の教育委員会会議にかけられた議案等について、それぞれがど

の事項に該当するか、あらためて整理し、その妥当性、効率性といった観点から点検を行い

ました。 

   以下の表中右列の数字は、上の表の(１)～(16)の中から該当する番号を当てはめたもので

す。また、「その他」については、関係例規の規定に基づき審議すべき事案となっているも

ののほか、全体の場で検討、共通理解を図る必要があると判断されたものです。 
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また、議事終了後、各担当課による報告・協議が行われ、事業の実績・予定報告や付議前

の案件の事前説明、今日的な教育課題への対応策等について共通理解を図るとともに、活発

な意見交換を行いました。 

   令和３年度の議案等については、規則に則って、適切に付議されています。 

 

   ４月定例会 

番 号 案     件 該当 

議案第１号 伊達市立学校運営協議会委員の任命について （５） 

議案第２号 伊達市社会教育委員の委嘱について （５） 

議案第３号 伊達市文化財審議会委員の委嘱について （５） 

報告第１号 
臨時代理の報告について（伊達市教育委員会事務局職員等の

令和３年４月１日付人事異動について） 
（６） 

 

   ５月定例会 

番 号 案     件 該当 

議案第１号 伊達市特別支援教育推進委員会委員の委嘱について （７） 

議案第２号 伊達市特別支援教育推進委員会への諮問について （10） 

議案第３号 伊達市放課後子ども教室運営委員の任命について （５） 

議案第４号 だて歴史文化ミュージアム条例の一部を改正する条例 （３） 

議案第５号 
令和３年度伊達市一般会計補正予算（教育費関係予算）につ

いて 
（３） 

報告第１号 
臨時代理の報告について（伊達市文化財審議会への諮問につ

いて） 
（10） 

報告第２号 だて歴史文化ミュージアム条例の一部改正について （３） 

 

６月定例会 

番 号 案     件 該当 

議案第１号 伊達市社会教育委員の委嘱について （５） 

議案第２号 伊達市立学校運営協議会委員の任命について （５） 

 

   ７月定例会 

番 号 案     件 該当 

議案第１号 
だて歴史文化ミュージアム条例施行規則の一部を改正する規

則 
（２） 
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７月委員協議会 

番 号 案     件 

協議第１号 教育委員会の点検・評価について 

 

   ８月定例会 

番 号 案     件 該当 

議案第１号 
令和４年度から使用する中学校用教科用図書の採択替えを行

わないことについて 
その他 

議案第２号 教育委員会の点検・評価について （８） 

議案第３号 
令和３年度伊達市一般会計補正予算（教育費関係予算）につ

いて 
（３） 

議案第４号 学校職員の処分の内申について その他 

 

   ９月定例会 

番 号 案     件 該当 

議案第１号 
令和３年度全国学力・学習状況調査「北海道版結果報告書」

への市町村別結果の掲載同意について 
その他 

 

   10月定例会 

番 号 案     件 該当 

議案第１号 
伊達市立学校学校医等表彰規程に基づく被表彰者の決定につ

いて 
その他 

議案第２号 
伊達市長の権限に属する事務の一部を委任する規則の一部改

正に関する協議について 
（16） 

報告第１号 
「令和３年度全国学力・学習状況調査」の伊達市における調

査結果について 
その他 

報告第２号 学校職員の令和３年10月14日付人事発令について （６） 

 

   11月定例会 

番 号 案     件 該当 

議案第１号 伊達市教育委員会事務決裁規程の一部を改正する等の訓令 （２） 

議案第２号 伊達市教育委員会専門委員設置規則の一部を改正する規則 （２） 

議案第３号 
公の施設に係る指定管理者の指定について（だて歴史文化ミ

ュージアム） 
（３） 

議案第４号 
公の施設に係る指定管理者の指定について（まなびの里パー

クゴルフ場） 
（３） 



- 7 - 

 

議案第５号 
令和３年度伊達市一般会計補正予算（教育費関係予算）につ

いて 
（３） 

    

12月定例会 

番 号 案     件 該当 

議案第１号 
令和３年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北海道版

結果報告書」への市町村別結果の掲載同意について 
その他 

報告第１号 令和４年度教育行政推進に関する予算について その他 

報告第２号 心身障がい児童生徒の適正就学について その他 

 

１月定例会 

番 号 案     件 該当 

議案第１号 
伊達市立学校教育実践表彰規程に基づく令和３年度の被表彰

者の決定について 
その他 

 

   １月委員協議会 

番 号 案     件 

協議第１号 令和４年度教育行政執行方針（案）について 

 

   ２月定例会 

番 号 案     件 該当 

議案第１号 令和４年度だて歴史の杜食育センター運営計画について （１） 

議案第２号 伊達市放課後児童クラブ設置条例の一部を改正する条例 （３） 

議案第３号 伊達市史跡公園条例の一部を改正する条例 （３） 

議案第４号 
令和３年度伊達市一般会計補正予算（教育費関係予算）につ

いて 
（３） 

議案第５号 令和４年度教育行政執行方針について （１） 

報告第１号 令和４年度教育行政推進に関する予算について その他 

報告第２号 令和３年度伊達市学力テストの結果について その他 

報告第３号 
令和３年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査における伊

達市の状況について 
その他 

 

   ３月定例会 

番 号 案     件 該当 

議案第１号 伊達市立学校運営協議会委員の任命について （５） 

議案第２号 伊達市立学校通学区域規則の一部を改正する規則 （２） 
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議案第３号 伊達市立学校通学区域施行規程の一部を改正する規則 （２） 

議案第４号 
押印の義務付けの廃止に伴う関係教育委員会規則の整理に関

する規則 
（２） 

議案第５号 伊達市美術品等資料寄託取扱要綱の一部を改正する訓令 （２） 

議案第６号 
史跡北黄金貝塚公園における体験学習等に関する要綱を廃止

する告示 
（２） 

議案第７号 第34期伊達市スポーツ推進委員の委嘱について （５） 

議案第８号 
伊達市教育委員会行政組織規則及び伊達市教育委員会職名規

則の一部を改正する規則 
（２） 

議案第９号 
伊達市教育委員会事務決裁規程及び特別の勤務に従事する職

員の勤務時間等に関する規程の一部を改正する訓令 
（２） 

報告第１号 
臨時代理の報告について（伊達市立学校職員の令和４年４月

１日付人事異動について） 
（６） 

報告第２号 
臨時代理の報告について（令和３年度伊達市一般会計補正予

算（教育費関係予算）について） 
（３） 

報告第３号 
臨時代理の報告について（令和４年度伊達市一般会計予算（教

育費関係予算）について） 
（３） 

  

イ 議事について 

   条例や規則改正、各種委員の承認等、事務的な手続によるもの以外については、各委員と

も高い関心と問題意識を持った積極的な発言がありました。 

   また、説明や資料提示の方法等を含めたメリハリのある議事運営に努めるとともに、情報

提供等の活用により、スムーズに議事が進行されました。 

 

 ②視察・学校訪問 

   新型コロナウイルス感染症の影響により、令和３年度については、学校訪問及び市内の教

育施設の訪問はできませんでした。 

     

 ③各種市内行事、会議・研修会等への参加 

   新型コロナウイルス感染症の影響により、市内小中学校の行事および会議・研修会等につ

いては、参加できませんでした。 

    

 ④広報活動 

  定期的に行っている教育委員会会議をはじめ、教育委員会の活動についての情報は、ホーム

ページにより公開しました。今後もより一層市民の理解と協力を得るため、広報紙やホームペ

ージ等を活用していきます。 
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⑤パブリックコメントの実施について 

  令和３年度においては、パブリックコメントの実施はありませんでした。 
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３ 「第２次伊達市教育振興基本計画」に基づく管理及び執行状況の評価 

計画で掲げた取り組むべき主な施策、推進方策に基づいて実施した事業及び取組について、各

主管課及び教育委員会による内部評価を行い、今後の課題と対応方針を示しました。 

（１）学校教育 

 

第１章 学校教育 第１節 社会を生き抜く力を育む教育の推進

施策１ 確かな学力の育成 担当課係 教育部指導室

R5

R4

R5

● 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善

・これまでの教育実践の蓄積に基づく授業改善の活性化により、子どもたちの「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力
等」、「学びに向かう力・人間性等」の資質・能力の育成を図り、一人一人の生きる力を育む。

１　推進方策および今年度の取組内容

●基礎・基本の確実な定着

・「伊達市学力テスト」を実施することにより、児童生徒の学力や学習状況を把握するとともに、「学力・学習改善プラン」を
作成し、一人一人の基礎や基本の確実な定着を目指す。

主な
取組
内容

R1 伊達市学力テストの調査結果等に基づいた学力・学習改善プランの作成と数値目標達成に向けた指導方法等の工夫・改善

R2 伊達市学力テストの調査結果等に基づいた学力・学習改善プランの作成と数値目標達成に向けた指導方法等の工夫・改善

R3 伊達市学力テストの調査結果等に基づいた学力・学習改善プランの作成と数値目標達成に向けた指導方法等の工夫・改善

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 伊達市教育実践交流・研修会の実施

R2 伊達市教育実践交流・研修会の実施

R3 伊達市教育実践交流・研修会の実施

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎「国語の授業の内容がよく分かる」と回答した児童生徒の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

83.0% 86.0% ｂ
全国学力・学習

状況調査

中学校及び義務
教後期課程

80.3% 85.4% 79.8% 88.9%

小学校及び義務
教前期課程

78.0% 86.3% 83.6% 85.1%

83.0% 86.0% ａ
全国学力・学習

状況調査

◎「算数（数学）の授業の内容がよく分かる」と回答した児童生徒の割合

小学校及び義務
教前期課程

81.9% 77.8% 77.7% 79.4% 83.0% 86.0% ｂ
全国学力・学習

状況調査

決算額（千円）

77.0% 80.0% ｃ
全国学力・学習

状況調査

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

算数（数学）の授業内容がよく分かると回答した児童生徒の割合が低い状態であり、「学力・学習改善プラン」の作成及び
継続した指導方法の工夫改善が必要。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

中学校及び義務
後期課程

76.4% 83.1% 73.6% 70.9%

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ 中学校の数学以外、昨年度を上回っており、達成に向け着実に向上していることからこの評価とした。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

9 1
摘要

3 学力向上実践事業 2,073

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名
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第１章 学校教育 第１節 社会を生き抜く力を育む教育の推進

施策２ 特別支援教育の充実 担当課係 教育部指導室

R5

R4

R5

●一人ひとりの教育的ニーズに応じた適切な就学支援

・伊達市特別支援教育推進協議会の各支援部会において新就学児および在校児童生徒一人ひとりに応じた就学の場を
検討するとともに、特別支援教育支援員・介護員の配置により、児童生徒の学習支援や生活支援を行う。

１　推進方策および今年度の取組内容

●関係機関と連携した地域ネットワークづくりの充実

・伊達市特別支援教育推進協議会を実施し、学校や保育所、幼稚園等の関係機関が、児童生徒一人ひとりのニーズに
応じた適切な就学の場の提供するために連携の充実を図る。

主な
取組
内容

R1 伊達市特別支援教育推進委員会の実施

R2 伊達市特別支援教育推進委員会の実施

R3 伊達市特別支援教育推進委員会の実施

R4

R5

● 教育相談の充実

・特別支援コーディネータ連絡会議における研修等により、校内特別支援コーディネータの知識等の向上を図り、教育相
談の質の向上を図る。

主な
取組
内容

R1 特別支援コーディネータ連絡会議において、教育相談に係る研修を実施

R2 特別支援コーディネータ連絡会議において、教育相談に係る研修を実施

R3 特別支援コーディネータ連絡会議において、教育相談に係る研修を実施

主な
取組
内容

R1 伊達市特別支援教育推進委員会支援部会の実施及び特別支援教育支援員・介護員の配置

R2 伊達市特別支援教育推進委員会支援部会の実施及び特別支援教育支援員・介護員の配置

R3 伊達市特別支援教育推進委員会支援部会の実施及び特別支援教育支援員・介護員の配置

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎通級指導教室及び特別支援学級において個別の教育支援計画を作成し、就学先や進学先等への引継ぎに活用している学校の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

65.0% 100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

中学校及び義務
教後期課程

100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

小学校及び義務
教前期課程

30.0% 100.0% 100.0% 100.0%

100.0% 100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

◎

決算額（千円）

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

具体的な短期目標、長期目標を「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」に設定することでそれらを日常的に活用し、
障がいのある児童生徒の適正な就学措置や効果的な指導に活かしていく。また、校種間における連携を大切にし、個別
の教育支援計画等の円滑かつ効果的な引継ぎを行うなど切れ目のない支援を目指し、教育的ニーズに応じた教育支援
を継続して行っていく。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ａ
昨年と同様、すべての学校において、通級指導教室及び特別支援学級に在籍する様々な支援が必要
な児童生徒に対して個別の教育支援計画を作成し、就学先や進学先等への引継ぎに活用していること
からこの評価とした。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

2 2
摘要

742

2 特別支援教育推進事業（職員給与費） 41,232

9 1 4 特別支援教育推進委員会運営経費

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名
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第１章 学校教育 第１節 社会を生き抜く力を育む教育の推進

施策３ 国際理解教育の推進 担当課係 教育部指導室

R5

R4

R5

●異文化理解の充実

・ＡＬＴ等ネイティブスピーカーとの交流活動や共同生活、英語を用いた体験活動を行う「だてっ子イングリッシュアドベン
チャー」を通じて、子どもたちが語学教育だけでなく、外国の文化や習慣に触れられるなど国際理解教育の充実に取り組
む。

１　推進方策および今年度の取組内容

●外国語指導力の充実

・小学校中学年の外国語活動、高学年の外国語科の指導に向けて、小中学校の教職員が連携を深めるなど、指導力の
向上に努める。

主な
取組
内容

R1 小学校外国語活動巡回指導教員研修事業の活用

R2 ALTとの連携及び効果的な活用による、指導方法の工夫・改善

R3 ALTとの連携及び効果的な活用による、指導方法の工夫・改善

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 イングリッシュキャンプの実施

R2 イングリッシュキャンプの実施（コロナ禍の影響により中止）

R3 だてっ子イングリッシュアドベンチャーの実施（コロナ禍の影響により中止）

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎伊達市学力テストにおける外国語の伊達市全体の平均点が全国平均を上回る

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

全国平均
程度

全国平均
以上

ｃ
伊達市学力テ

スト
中学校及び義
務教後期課程

-
やや下回

る
全国平均

程度
やや下回

る

◎

決算額（千円）

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

全国平均を下回っており、「学力・学習改善プラン」の作成及び継続した指導方法の工夫改善が必要。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｃ
標準スコアの全国50と比べ、1年生-2.5，2年生-0.9となっており、全国平均を下回ったことから、この評
価とした。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

9 1
摘要

18

6 ネイティブスピーカー活用事業 21,124

9 1 6 だてっ子イングリッシュ・アドベンチャー事業

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名
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第１章 学校教育 第１節 社会を生き抜く力を育む教育の推進

施策４ 情報教育の充実 担当課係 教育部指導室

R5

R4

R5

● 「プログラミング的思考」などを育むプログラミング教育の充実

・児童生徒一人ひとりに情報活用の実践力、情報の科学的な理解、情報社会に参画する態度が育まれるよう、GIGAス
クール構想に基づく整備を行うとともに、発達段階に応じたプログラミング教育の充実を図る。

１　推進方策および今年度の取組内容

● 「情報モラル」の育成に向けた取組の充実

・児童生徒がコンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段に慣れ親しみ、情報手段を適切に活用できるようにす
るための学習活動に取り組むとともに、情報機器を利用する際の情報モラルを身に付けさせる学習の充実を図る。

主な
取組
内容

R1 各教科等による情報モラルの育成に向けた学習活動の実施

R2 各教科等による情報モラルの育成に向けた学習活動の実施

R3 各教科等による情報モラルの育成に向けた学習活動の実施

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 プログラミング教育研修の実施

R2 プログラミング教育研修の実施

R3 一人1台端末を活用した学習活動に関する研修の実施

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎「情報通信技術を 活用して、子ど も同士が教え合い 学び 合う など の学習や課題発見・解決型の学習指導の実施」に つ い て「よ く 行った」「ど ち らかとい えば行った」と回答した学校の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

80.0% 100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

中学校及び義
務教後期課程

66.7% 100.0% 100.0% 100.0%

小学校及び義
務教前期課程

77.7% 100.0% 66.7% 100.0%

75.0% 100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

◎

決算額（千円）

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

引き続き情報活用能力の育成や情報モラルの指導、情報機器活用のマナーなどネットトラブルの未然防止に向け指導を
継続する。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ａ 課題解決型の学習は、すべての学校において実施したことから、この評価とした。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

摘要

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名
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第１章 学校教育 第１節 社会を生き抜く力を育む教育の推進

施策５ キャリア教育の充実 担当課係 教育部指導室

R5

R4

R5

●学ぶことと働くことの意義を理解して学習の見通しを立てたり、振り返ったりすることができるよう、職場見学や職業体験の充実（中学校及び義務教育学校後期課程）

・生き方や希望する進路、職業の情報を収集・整理し、自己の個性や興味・関心と照らして考え、主体的に選択・決定し
たり体験したりする活動を充実させ、自己実現に向けて目標を立てて計画的に取り組む態度や肯定的な自己理解を育
む。

１　推進方策および今年度の取組内容

● 学級や学校での生活づくりに主体的にかかわり、自己を生かそうとする活動の充実（小学校及び義務教育学校前期課程）

・学級や学校生活における様々な課題を解決するために、実現可能で具体的な目標を立てたり意思決定したりし、自己
の良さを生かした主体的な活動を充実させ、現在や将来に希望や目標を持ち、日々の生活に生かしていこうとする態度
を養う。

主な
取組
内容

R1 全体計画に沿った、発達段階に応じて自己の進路や生き方を選択する能力の育成を図る取組

R2 キャリア教育全体計画に沿った、発達段階に応じて児童生徒個々のキャリア発達を促す取組

R3 キャリア教育全体計画に沿った、発達段階に応じて児童生徒個々のキャリア発達を促す取組

R4

R5

● 市内の事業所や関係機関と連携した取組の充実

・伊達地区ネットワーク会議に参加し、キャリア教育の情報収集や意見交換を行うとともに、身近な職業や事業所の魅力
とはたらき、自分との関連について、職場・職業体験、見学などを通して探求し、児童生徒のキャリアプランニング能力の
育成が図られるよう、連携を充実させる。

● 学びの過程を記述し振り返ることができる仕組みの構築

・児童生徒が自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら主体的に学習活動に取り組めるよう、自らの学びを見通し
たり、自己の変容や成長を振り返ったりする活動の充実を図る。

主な
取組
内容

R1 学習活動の節目や単元や学習の終末における、自己の変容を振り返る取組

R2 学習活動の節目や単元や学習の終末における、自己の変容を振り返る取組

R3 学習活動の節目や単元や学習の終末における、自己の変容を振り返る取組

主な
取組
内容

R1 職場見学や職業体験の実施

R2 職場見学や職業体験の実施

R3 職業座談会の実施

R4

● 発達段階に応じた学習の充実

・各校における教育課程、キャリア教育全体計画に基づき、特別活動を中核としながら、学校の教育活動全体をとおし
て、体系的に児童生徒のキャリア発達を促す。

主な
取組
内容

R1 全体計画に基づいた、発達段階に応じた自己の進路や生き方を選択する能力の育成

R2 全体計画に基づいた、発達段階に応じた自己の進路や生き方を選択する能力の育成

R3 全体計画に基づいた、発達段階に応じた自己の進路や生き方を選択する能力の育成

主な
取組
内容

R1 伊達地区ネットワーク会議に参加

R2 伊達地区ネットワーク会議に参加（コロナ禍の影響により中止）

R3 伊達地区ネットワーク会議に参加（コロナ禍の影響により中止）

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎「将来の夢や目標を持っている」について、「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した小学校６年生、中学校３年生の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

90.0% 92.0% ｂ
全国学力・学習

状況調査

中学校及び義務
教育学校の後期

課程
65.0% 75.1% 64.1% 68.5%

小学校及び義務
教育学校の前期

課程
89.2% 79.8% 78.2% 81.0%

70.0% 75.0% ｂ
全国学力・学習

状況調査

◎

決算額（千円）

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

引き続き各校において定めるキャリア教育全体計画に基づき、発達段階に応じて児童生徒個々のキャリア発達を促す取
り組みを継続する。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ 小・中学校及び義務教育学校ともに前年度を上回ったことから、この評価とした。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

摘要

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名
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第１章 学校教育 第１節 社会を生き抜く力を育む教育の推進

施策６ 環境教育の充実 担当課係 教育部指導室

R5

R4

R5

● 生命を尊重し自然環境の保全に寄与する態度の育成

・自然体験や社会体験活動を通じて、環境に配慮した望ましい行動がとれる子どもを育てるよう環境教育の充実を図る。

１　推進方策および今年度の取組内容

● 学校の特色を生かし、環境教育を視野に入れた教育課程の編成・実施

・各教科・領域等を通し、子どもたち一人ひとりが、地域の将来などを自らの課題として捉え、そうした課題の解決に向け
て自分たちができることを考え、多様な人々と協働し実践できるよう、指導の充実を図る。

主な
取組
内容

R1 環境教育全体計画に基づいた、学校の教育活動全体での環境教育の実施

R2 環境教育全体計画に基づいた、学校の教育活動全体での環境教育の実施

R3 環境教育全体計画に基づいた、学校の教育活動全体での環境教育の実施

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 泊を伴う学習や、自然体験学習、職業体験等における、環境教育の実施

R2 泊を伴う学習や、自然体験学習、職業体験等における、環境教育の実施

R3 泊を伴う学習や、自然体験学習、職業体験等における、環境教育の実施

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎総合的な学習の時間における環境教育の実施校の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

100.0% 100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

中学校及び義務
教後期課程

0.0% 100.0% 100.0% 100.0%

小学校及び義務
教前期課程

90.0% 100.0% 100.0% 100.0%

50.0% 100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

◎

決算額（千円）

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

各教科、特別活動、総合的な学習の時間帯、教育活動全体を通して環境教育に関する学習を継続して実施。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ａ
すべての学校において、環境教育全体計画に基づいて環境教育を実施していることから、この評価とし
た。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

摘要

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名
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第１章 学校教育 第１節 社会を生き抜く力を育む教育の推進

施策７ 安全・防災教育の充実 担当課係 教育部指導室

R5

R4

R5

●

１　推進方策および今年度の取組内容

● 関係機関や地域と連携し、自然災害を想定した実践的な防災訓練の実施

・有珠山の噴火や津波等を含めた自然災害等に備え、警察、消防署の協力を得て実践的な防災訓練を行うなど学校安
全対策の充実を図る。

主な
取組
内容

R1 実践的な防災訓練や防災に関する教育活動の実施

R2 実践的な防災訓練や防災に関する教育活動の実施

R3 実践的な防災訓練や防災に関する教育活動の実施

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎　すべての学校で防犯教室及び避難（防災）訓練を両方実施しているため、計画期間中においても、内容の充実を図りながら継続して実施する。

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

100.0% 100.0% ａ

中学校及び義
務教後期課程

100.0% 100.0% 75.0% 100.0%

小学校及び義
務教前期課程

100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

100.0% 100.0% ａ

◎

決算額（千円）

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

コロナ禍の影響もあり、自校の教諭が実施した学校はあったが、引き続き警察など地域の関係機関・団体等と連携し避
難訓練・防犯教室等を継続して実施する。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ａ 小・中学校及び義務教育学校ともに目標設定の割合を達成したことから、この評価とした。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

摘要

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名
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第１章 学校教育 第２節 豊かな心を育む教育の推進

施策１ 道徳教育の充実 担当課係 教育部指導室

R5

R4

R5

１　推進方策および今年度の取組内容

● 道徳科の指導方法の工夫改善や、指導に生きる評価の在り方に係る研修の充実

・「考え、議論する道徳」の授業改善や評価にかかる研修の充実を図るとともに、自己を深く見つめ、人間としての在り方
や生き方の自覚を深める中でよりよく生きるための道徳性が養われるよう、道徳教育全体の工夫・改善を図る。

主な
取組
内容

R1 「考え、議論する道徳」の実現に向けた校内研修の実施

R2 「考え、議論する道徳」の実現に向けた校内研修の実施

R3 「考え、議論する道徳」の実現に向けた校内研修の実施

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎「自分にはよいところがある」と回答した児童生徒の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

80.0% 85.0% ｃ
全国学力・学習

状況調査

中学校及び義務
教育学校の後期

課程
73.1% 73.0% 72.7% 71.0%

小学校及び義務
教育学校の前期

課程
77.2% 82.1% 77.0% 75.2%

75.0% 80.0% ｃ
全国学力・学習

状況調査

◎「学校のきまり（規則）を守っている」と回答した小学校６年生、中学校３年生の割合

小学校及び義務
教育学校の前期

課程
91.9% 88.9% 92.0% 93.1% 92.5% 95.0% ｂ

学校への聞き
取り調査

決算額（千円）

94.0% 95.0% ａ
学校への聞き

取り調査

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

すべての学校において、自己を深く見つめ、自己肯定感を高め、よりよく生きるための道徳性が養われるよう道徳教育の
校内研修を引き続き実施する。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

中学校及び義務
教育学校の後期

課程
93.8% 95.2% 91.3% 97.7%

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ
目標に対し、自己肯定感がやや低いものの協調性は前年度より高い割合となったことから、この評価と
した。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

摘要

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名
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第１章 学校教育 第２節 豊かな心を育む教育の推進

施策２ 生徒指導・教育相談の充実 担当課係 教育部指導室

R5

R4

R5

●

１　推進方策および今年度の取組内容

● 児童生徒や保護者への相談体制の充実

・生徒指導・教育相談の充実については、教員だけでは解決できないことも多くなってきており、こうした様々な児童生徒
の相談に対して、教員のほか、引き続き道費によるスクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの配置を継続す
るなど、児童生徒の置かれている状況や抱えている問題・悩みに応じて対応する。

主な
取組
内容

R1 スクールソーシャルワーカーの学校訪問

R2 スクールソーシャルワーカーの学校訪問

R3 スクールソーシャルワーカーの学校訪問

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎　伊達市内の不登校率が全国平均を下回る

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

全国平均
を下回る

全国平均
を下回る

ａ 長欠調査

中学校及び義務
教後期課程

2.2% 2.9% 2.6% 2.3%

小学校及び義務
教前期課程

0.3% 0.7% 0.6% 0.9%

全国平均
を下回る

全国平均
を下回る

ａ 長欠調査

◎「 い じめは、どんな理由があってもい け ない ことだと思い ますか」 の問い に、「 当てはまる」 「 どちらかとい えば、当てはまる」 と回答した小学校６年生、中学校３年生の割合

小学校及び義務
教前期課程

98.5% 97.7% 96.5% 96.3% 99.0% 100.0% ｃ
全国学力・学習

状況調査

決算額（千円）

95.0% 100.0% ｂ
全国学力・学習

状況調査

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

教育相談や生徒指導等の校内体制の充実や不登校及びいじめの未然防止・早期発見・早期対応に向けた校内研修等
を、今後もすべての学校で継続する。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

中学校及び義務
教後期課程

91.6% 90.7% 92.0% 97.3%

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ
不登校率は、全国平均を小学校0.1ポイント、中学校1.7ポイント下回っているものの、いじめに対する回
答において、小学校では中間設定目標及び前年度を下回ったことから、この評価とした。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

9 1
摘要

2 不登校等対策事業経費 570

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名
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第１章 学校教育 第３節 健やかな体を育む教育の推進

施策１ 体力・運動能力の向上 担当課係 教育部指導室

R5

R4

R5

１　推進方策および今年度の取組内容

● 「体力向上プラン」に基づいた取組の工夫・改善

・小学校１年生から中学校３年生を対象とした「伊達市体力テスト」を実施し、各学校において、児童生徒の体力・運動能
力の検証を図ることにより、個々の体力・運動能力の向上を目的とした「体力向上プラン」を作成し、学習指導の工夫・改
善を図る。

主な
取組
内容

R1 伊達市体力テストの結果等に基づいた 「体力向上プラン」の作成と、学習指導の工夫・改善

R2 伊達市体力テストの結果等に基づいた 「体力向上プラン」の作成と、学習指導の工夫・改善

R3 伊達市体力テストの結果等に基づいた 「体力向上プラン」の作成と、学習指導の工夫・改善

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の体力合計点において、全国平均を上回る

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

全国平均を

上回る

全国平均を

上回る ａ

小学校及び義務
教育学校の前期

課程(女子)

全国平均比：
+1.1%

-0.3% - 1.5%

小学校及び義務
教育学校の前期

課程(男子)

全国平均比：
+0.4%

1.1% - 2.9%

全国平均を

上回る

全国平均を

上回る ａ

◎「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の体力合計点において、全国平均を上回る

中学校及び義務
教育学校の前期

課程(男子)

全国平均比：
+1.3%

-2.4% - -2.5%
全国平均を

上回る

全国平均を

上回る ｃ

決算額（千円）

全国平均を

上回る

全国平均を

上回る ｃ

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

すべての学校において児童生徒の実態に応じた「体力向上プラン」を作成・指導するほか、全校で縄跳びの取り組みを継
続して行い、持久力を含めた体力・運動能力向上に向け取り組む。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

中学校及び義務
教育学校の前期

課程(女子)

全国平均比：-
3.1%

-4.1% - -5.0%

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ
小学校では、全国平均を上回っているものの、20ｍシャトルランが5ポイント以上低いなど中学校では下
回り男女ともに前回よりも合計点が低くなったことから、この評価とした。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

摘要

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名
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第１章 学校教育 第３節 健やかな体を育む教育の推進

施策２ 食育・健康教育の推進 担当課係 食育センター庶務係

R5

R4

R5

●地場産物を活用した学校給食の充実

・地場産物を活用した学校給食の提供を務めるとともに、日本文化や季節の行事など食育の観点を意識した献立づくりに
取り組む。

１　推進方策および今年度の取組内容

●だて歴史の杜食育センターの活用

・より安心安全な給食の提供に努め、給食の充実を図るため献立の見直しに取り組む。また、食育センターの活用策の
一つとして高校へ給食提供に向けた検討を行う。

主な
取組
内容

R1 道立高校学校給食モデル事業（試食、アンケートの実施）

R2 献立の見直し検討、道立高校学校給食モデル事業（期間限定で給食の試行販売を実施）

R3 新たな献立メニューの考案、施設の有効な利用方法の検討

R4

R5

●児童生徒や家庭に対する、食育の大切さに関する啓発活動

・毎月学校に配布しているランチメール、献立メモの充実を図り、家庭への食育の大切さに関する啓発活動を行う。

●栄養教諭派遣事業の継続的な実施

・栄養教諭派遣指導で食べることの大切さを伝えるため、今年度各小学校全学年1回以上実施することとし、計30回派遣
する。

主な
取組
内容

R1 栄養教諭派遣事業３９回実施

R2 栄養教諭派遣事業の継続

R3 栄養教諭派遣事業の継続

主な
取組
内容

R1 地場産物の積極的な活用

R2 新たな地場産食材の検討、日本文化や季節の行事など食育の観点を意識した献立の検討

R3 地場産食材を活用したご当地給食の定着、イベント、行事などに対応した献立づくりの検討

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 長期休業中に体験型イベントの開催（夏季：調理場一般公開、冬季：調理体験）

R2 家庭への食育に関する情報発信方法の検討

R3 児童生徒や保護者向けに毎月の献立表を利用した食育に関する情報提供

R4

R5

R4

R5



- 31 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎学校給食における地元産食材利用率が前年度を上回る

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

37.5% 40.0% ｂ

中学校及び義務
教育学校の後期

課程
－ 33.5% 32.8% 35.8%

小学校及び義務
教育学校の前期

課程
－ 33.5% 32.8% 35.8%

37.5% 40.0% ｂ

◎

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

　今般の世界情勢や円安の影響により、食材の物価が高騰してきている現状の中で学校給食の質を下げることなく、更
に地場産食材の利用率を上げるよう献立を工夫するとともに栄養教諭による食育指導を実施していく。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ

　令和３年度は、市内の野菜、大滝区産のきのこやアロニア、壮瞥町産のリンゴなどを多く利用したこと
により、利用率を上げることができた。
　また、地場産食材を利用した給食の提供により児童生徒の地場産品への理解が高まってきていると
考えられる。

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

9 5
摘要

3 だて歴史の杜食育センター運営管理費 370,156
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第１章 学校教育 第３節 健やかな体を育む教育の推進

施策２ 食育・健康教育の推進 担当課係 教育部指導室

R5

R4

R5

１　推進方策および今年度の取組内容

●がん教育や薬物乱用防止教室・性に関する指導の実施

・各学校における教育計画に基づき、保健体育・学級活動の学習や、外部講師を招き講座を実施するなど、取組を充実さ
せる。

主な
取組
内容

R1 がん教室など各種研修講座の実施

R2 がん教室など各種研修講座の実施

R3 がん教室など各種研修講座の実施

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎がん教育の実施率が、前年度の実施率を上回る

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

80.0% 100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

中学校及び義務
教育学校の後期

課程
75.0% 100.0% 100.0% 100.0%

小学校及び義務
教育学校の前期

課程
50.0% 100.0% 66.7% 100.0%

100.0% 100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

◎

決算額（千円）

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

コロナ禍の影響もあり、自校の教諭が実施する学校はあるものの、引き続き全ての学校において、がん教育を実施す
る。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ａ
自校の教諭が実施した学校はあるものの全ての学校において、がん教育を実施したことから、この評価
とした。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

摘要

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名
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第１章 学校教育 第４節 地域とともにある学校づくりの推進

施策１ 地域総がかりの教育の推進 担当課係 教育部指導室

R5

R4

R5

● 各校のコミュニティ・スクールの活動内容を参考に研修を深める取組の充実

・教職員や地域の住民、関係者がその制度や内容などについて理解を深めるとともに、他校の学校運営協議会の活動
について研修する機会を設けるなど、各校における学校運営協議会の取り組みを充実させる。

１　推進方策および今年度の取組内容

● コミュニティ・スクールを基盤とした学校運営へ地域が参画する取組の推進

・地域の住民や関係者が各校の運営協議会に参加し、学校運営に参画していただくことにより、地域とともにある学校づ
くりを進める。

主な
取組
内容

R1 学校運営協議会を軸とした学校経営の充実に向けた取組

R2 学校運営協議会を軸とした学校経営の充実と、地域住民や保護者が主体的に学校運営に参画する取組

R3 学校運営協議会を軸とした学校経営の充実と、地域住民や保護者が主体的に学校運営に参画する取組

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 伊達市学校運営協議会委員研修会の開催

R2 伊達市学校運営協議会委員研修会の開催

R3 伊達市学校運営協議会委員研修会の開催

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎「学校支援地域本部などの学校支援ボランティアの仕組みにより、保護者や地域の人が学校における教育活動や様々な活動に参加してくれる」と回答した割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

85.0% 100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

中学校及び義務
教育学校の後期

課程
66.6% 100.0% 100.0% 100.0%

小学校及び義務
教育学校の前期

課程
77.7% 100.0% 100.0% 100.0%

75.0% 100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

◎

決算額（千円）

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

今後も継続して、全ての学校において、保護者や地域の人が学校における教育活動や様々な活動を実施する。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ａ
前年度に引き続き、全ての学校において、保護者や地域の人が学校における教育活動や様々な活動
に参加していただいていることから、この評価とした。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

9 1
摘要

3 コミュニティ・スクール運営経費 195

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名
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第１章 学校教育 第４節 地域とともにある学校づくりの推進

施策２ ふるさと創生教育の推進 担当課係 教育部指導室

R5

R4

R5

● 地域の教育資源を生かした体験的な学習活動の充実

・学校において、地域の専門的な知識・技能を有する人材や地域の施設、副読本等を活用することにより、伊達市の歴
史的風土、伝統、文化等について学ぶ取組を充実させる。

１　推進方策および今年度の取組内容

● 発達段階に応じた「だて学」学習プログラムの構築

・ふるさと創生教育「だて学」推進事業により発達段階に応じて学習内容を体系化した学習プログラムを構築し、地球規模
の視野で考え、地域の視点で行動できる子供を育成するため、小学校から中学校、高等学校まで系統立てた学習を行
う。

主な
取組
内容

R1 ふるさと創生教育「だて学」の実施、および、指導計画等の作成

R2 ふるさと創生教育「だて学」の実施、および、学習内容の工夫・改善

R3 ふるさと創生教育「だて学」の実施、および、学習内容の工夫・改善

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 地域の芸術や伝統芸能等の文化に触れる取組、および、地域人材・施設等の活用

R2 地域の芸術や伝統芸能、歴史文化に触れる取組、および、地域人材・施設等の活用

R3 地域の芸術や伝統芸能、歴史文化に触れる取組、および、地域人材・施設等の活用

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎「 地域や社会で起こってい る問題に関心があるか」 とい う質問に対して、「 当てはまる」 「 どちらかとい えば当てはまる」 と回答した小学校６年生、中学校３年生の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

65.0% 70.0% ａ
全国学力・学習状

況調査

中学校及び義務
教育学校の後期

課程
53.5% - 69.9% 71.5%

小学校及び義務
教育学校の前期

課程
60.6% - 77.7% 78.6%

60.0% 70.0% ａ
全国学力・学習状

況調査

◎

決算額（千円）

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

今後も継続して、全ての学校において、ふるさと創生教育「だて学」の学習プログラムを実施するとともに、学習方法・学
習内容の充実を図る。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ａ
小・中学校及び義務教育学校ともに目標を達成し、前年度よりも割合が高くなっていることから、この評
価とした。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

9 1
摘要

3 ふるさと創生教育「だて学」推進事業 99

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名
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第１章 学校教育 第４節 地域とともにある学校づくりの推進

施策３ 異校種間連携・接続の推進 担当課係 教育部指導室

R5

R4

R5

●小学校と中学校との連携

・中学校区を基本とした児童・生徒交流、異校種間の教育課程の接続や児童・生徒に関する引継ぎ、指導方法に関わる
研修会の推進により、小・中学校の教育活動の円滑な接続を図る。

１　推進方策および今年度の取組内容

●幼稚園、認定こども園、保育所と小学校との連携

・小学校体験入学や幼稚園・保育所交流など、就学前の幼児を中心とした未就学児と、児童との交流活動を推進し教育
活動の円滑な接続を図る。

主な
取組
内容

R1 幼保・小間での交流活動、体験入学等、計画的な連携・接続の実施

R2 幼保・小間での交流活動、体験入学等、計画的な連携・接続の実施

R3 幼保・小間での交流活動、体験入学等、計画的な連携・接続の実施

R4

R5

●小・中学校と高等学校、高等教育機関（専門学校・大学等）との連携

・市内高等学校と小・中学校での教育活動上の連携、教職員の指導方法に関わる、交流、情報交換を推進することによ
り、小・中学校と高等学校等の円滑な接続を図る。

主な
取組
内容

R1 市内高等学校との異校種間連携の実施、および、伊達地区ネットワーク会議における情報交流

R2 市内高等学校との異校種間連携の実施、および、伊達地区ネットワーク会議における情報交流

R3 市内高等学校との異校種間連携の実施、および、伊達地区ネットワーク会議における情報交流

主な
取組
内容

R1 各中学校区を基本とした、児童生徒交流、生徒指導、教育課程、特別支援教育等に係る連携・接続の実施

R2 各中学校区を基本とした、児童生徒交流、生徒指導、教育課程、特別支援教育等に係る連携・接続の実施

R3 各中学校区を基本とした、児童生徒交流、生徒指導、教育課程、特別支援教育等に係る連携・接続の実施

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎教育活動等に関する調査において、「近隣等の学校と教員同士の交流を行っている」と回答した学校の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

80.0% 100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

中学校及び義務
教育学校の後期

課程
40.0% 100.0% 100.0% 100.0%

小学校及び義務
教育学校の前期

課程
60.0% 100.0% 100.0% 100.0%

75.0% 100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

◎

決算額（千円）

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

今後も継続して、指導方法に関わる情報交換や教育活動上での連携など、近隣等の学校と教員同士の交流を実施す
る。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ａ
全ての学校において、指導方法に関わる情報交換や教育活動上での連携など、近隣等の学校と教員
同士の交流を行っていることからこの評価とした。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

摘要

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名
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第１章 学校教育 第４節 地域とともにある学校づくりの推進

施策４ 幼児教育の充実 担当課係 学校教育課学校教育係

R5

R4

R5

●「スタートカリキュラム」の実施（小学校入学時）

・小学校や前期課程での生活がスムーズに適応していけるように、生活科を中心に学科的・関連的な指導や弾力的な時
間割の設定など、指導の工夫や指導計画の作成を実施する。

１　推進方策および今年度の取組内容

●「アプローチカリキュラム」の実施（年長児）

・就学前の幼児が円滑に小学校や前期課程の生活が送れるように、市内の幼稚園、認定子ども園、保育所の年長児と
交流学習を実施する

主な
取組
内容

R1 交流学習の実施

R2 交流学習の実施

R3 交流学習の実施

R4

R5

●幼・保・小・中連携体制の構築

・子どもや保護者の不安解消や、負担軽減が出来るよう、幼・保・小・中連携体制の構築体制を構築するため、接続時の
課題を把握する。

主な
取組
内容

R1 異校種間の連携の推進

R2 異校種間の連携の推進

R3 異校種間の連携の推進

主な
取組
内容

R1 指導計画の実施

R2 指導計画の実施

R3 指導計画の実施

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎　各小学校と義務教育学校が市内の幼稚園、認定こども園、保育所の年長児と交流学習を３回以上した割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

50.0% 100.0% ｃ交流した割合 22.0% 22.0% － 62.5%

◎

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

コロナ禍により計画どおりの交流が難しい状況にあるが、実施機会の確保・回数増を目指し、幼保小連携を促すともに、
効果的な交流学習の実施を継続していく。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｃ
小学校や前期課程への接続を意識し、交流事業を実施する予定ではあったが、コロナ禍の影響により
計画どおりの実施は困難な状況である。R４年度も新型コロナ感染症の流行状況を注視しつつ、効果的
な交流学習の実施継続を目指すものとする。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

摘要

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）
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第１章 学校教育 第４節 地域とともにある学校づくりの推進

施策５ 教職員の資質・能力の向上 担当課係 学校教育課学校教育係

R5

R4

R5

●資質能力向上のための研修会の実施

・専門性を生かした役割を向上させるため、学校と学校、あるいは学校と教育委員会・関係諸機関との間で教育行政の
立場で連携を図る研修を実施する。

１　推進方策および今年度の取組内容

●伊達市教育実践交流・研修会の実施

・市内の教職員が一堂に会してお互いの実践を交流・協議することを通じて、教職員間のコミュニケーションの促進と教育
課題の共有化や資質向上のために研修を実施する。

主な
取組
内容

R1 教育実践交流・研修会の実施

R2 教育実践交流・研修会の実施（コロナ禍による書面開催）

R3 教育実践交流・研修会の実施

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 伊達市教育研究会事務部会交流意見交換会、伊達市教育研究会学校保健会との協議会

R2 伊達市教育研究会事務部会交流意見交換会、伊達市教育研究会学校保健会との協議会

R3 伊達市教育研究会事務部会交流意見交換会、伊達市教育研究会学校保健会との協議会

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎　市内教職員の伊達市教育実践交流・研修会への参加率

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

70.0% 90.0% ｂ参加率 64.0% 79.4% － 89.7%

◎　市内教職員（養護教諭、栄養教諭、事務職員）の研修会への参加率

参加率 65.4% 96.6% － 96.3% 80.0% 90.0% ｂ

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

引き続き教職員の資質・能力の向上を図ることを目的として、教職員の研修ニーズを把握するとともに本市における教育
課題を共有し、充実した研修を実施する。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ

「伊達市教育実践交流・研修会」は、ICT等の実践的な内容の研修を開催し、市内の学校での取組みを
共有できる場として定着してきたため、参加率向上に繋がった。
また、養護教諭等の研修会については、事前に研修ニーズを把握することで参加率向上に繋がってい
る。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

摘要

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）
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R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 伊達小体育館改築、伊達小校舎増築、東小校舎増築、東小長寿命化改修

R2 東小長寿命化改修、光陵中改修（暖房設備、トイレ、照明設備）、伊達中暖房設備改修実施設計

R3 東小長寿命化改修、伊達小改築基本・実施設計、伊達中暖房設備改修

R4

R2 学校の統廃合等、状況に応じた計画見直しの検討

R3 学校の統廃合等、状況に応じた計画見直しの検討

R4

R5

第１章 学校教育 第５節 信頼される教育環境の整備

施策１ 学校施設・設備の充実 担当課係 学校教育課企画総務係

R5

R4

R5

●伊達市学校施設長寿命化計画に基づく計画的な学校施設の修繕

・伊達市学校施設長寿命化計画に基づき、増築、改築工事及び施設改修にかかる実施設計等を行う。

１　推進方策および今年度の取組内容

●伊達市学校施設長寿命化計画の策定

・計画的な改修と改修コストの縮減および平準化を図ることを目的として、伊達市学校施設長寿命化計画を策定した。今
後においては、学校の統廃合等、施設の将来的な動向も踏まえた計画への見直しを検討する。

主な
取組
内容

R1 伊達市学校施設長寿命化計画の策定、公表



- 45 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 2 1 東小学校校舎長寿命化改修事業 362,150

9 2 1 伊達小学校校舎改築事業

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要
94,600

9 3 1 伊達中学校校舎等暖房設備改修事業 45,952

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

学校の統廃合等、施設の将来的な動向も踏まえ、計画を見直しながら事業実施していくこととするが、大型事業である伊
達小学校改築事業が動き始めたことから、交付金の動向を注視するなど、特に財源を意識しながら事業を進めていく。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ
国の補正予算を積極的に活用し、継続事業を含めた３件の事業を実施するとともに、伊達小学校の改築
事業に取りかかることができた。

◎

50.0% 100.0% ｂ事業実施率 － 17.4% 34.8% 45.8%

Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎伊達市学校施設長寿命化計画に登載した事業の実施

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可
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第１章 学校教育 第５節 信頼される教育環境の整備

施策２ 校外安全対策の充実 担当課係 学校教育課学校教育係

R5

R4

R5

●通学路安全対策の充実

・登下校交通安全・防犯プログラムに基づき、関係機関と連携し合同点検を実施

１　推進方策および今年度の取組内容

●交通安全教室、防犯教室の実施

・警察など関係機関と連携した訓練や指導を行い、児童生徒の交通安全意識や防犯意識の向上を図るため実施する。

主な
取組
内容

R1 交通安全教室、防犯教室の実施

R2 交通安全教室、防犯教室の実施

R3 交通安全教室、防犯教室の実施

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 登下校安全対策推進会議の設置、登下校交通安全・プログラムの策定

R2 登下校安全対策推進会議の実施、対策案の検討及び協議

R3 登下校安全対策推進会議の実施、対策案の検討及び協議

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎　警察など地域の関係機関・団体等と連携し、児童生徒に対する交通安全と防犯教室を実施している割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

77.7% 100.0% ａ

中学校及び
後期課程

25.0% 25.0% 75.0% 100.0%

小学校及び
前期課程

60.0% 60.0% 89.0% 100.0%

75.0% 100.0% ａ

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

一部の取組について隔年実施としている学校があるため、学校の時数等へも配慮しつつ、毎年の実施について促してい
く。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ａ
交通安全教室と防犯教室については、必要に応じ警察署等と連携しながら実施している。
登下校安全対策推進会議を開催し、校区の危険箇所に係る協議等を継続している。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

摘要

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）
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第１章 学校教育 第５節 信頼される教育環境の整備

施策３ 学校再編等の推進 担当課係 学校教育課学校教育係

R5

R4

R5

１　推進方策および今年度の取組内容

●伊達市立学校の適正規模の推進

・児童生徒が、望ましい学校規模の中で学び、資質や能力をさらに伸ばしていけるよう、子どもたちの教育環境をより良い
ものにするために、伊達市立学校適正規模配置（案）に基づき、学校再編を進める。

主な
取組
内容

R1 「伊達市立学校の適正規模の推進」に基づき、説明会を実施

R2 「伊達市立学校の適正規模の推進」に基づき、説明会を実施及び統合準備協議会の設置

R3 「伊達市立学校の適正規模の推進」に基づき、稀府小の閉校、ほか２校の統合準備協議会設置・継続

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎　計画最終年度における適正規模を下回る学校数（関内小学校、星の丘小・中学校、大滝徳舜瞥学校を除く）

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

－ ０校 ａ
適正規模を

下回る学校数
－ ３校 ３校 ２校

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

有珠小学校・長和小学校については、統合準備協議会の開催、児童の交流事業等を通じて児童や保護者の不安解消
及び円滑な統合の実現に努める。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ａ

「稀府小学校」については、計画どおり令和３年度末をもって閉校し、東小学校との統合を実現した。
「有珠小学校」については、伊達西小学校との統合準備協議会を設立し、協議会を２回開催した。
「長和小学校」については、地域説明会を開催し、R５年度末をもって閉校することを決定。R４年度以降
は伊達西小学校との統合準備協議会を設立し、協議を行ってゆく。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

9 1
摘要

2 学校適正規模推進事業 3,290

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）
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R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R2 道立高等学校新設支援補助金、高等学校における地域学習への支援

R3 北海道伊達開来高等学校支援補助金、高等学校における地域学習への支援

R4

R5

第１章 学校教育 第５節 信頼される教育環境の整備

施策４ 高等学校教育等との連携・支援 担当課係 学校教育課企画総務係

R5

R4

R5

１　推進方策および今年度の取組内容

●市内高等学校・高等養護学校との連携・支援

・令和３年度に北海道伊達開来高等学校が開校したことから、子どもたちや地域にとって魅力ある高等学校を構築するた
め、連携・支援を行っていくとともに、ふるさと創生教育「だて学」を推進する。

主な
取組
内容

R1 高等学校における地域学習への支援
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9 1 2 北海道伊達開来高等学校支援補助金 4,881

9 1 3 ふるさと創生教育「だて学」推進事業

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要
99

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

予備校との連携講習や模擬試験受験、トレーニングマシーン購入等の支援により、学力向上や部活動の活性化に資す
ることができた。今後も、地域にとって魅力ある高等学校の構築に対する支援、連携を行っていく。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

－ 道立学校の取組に対して、市が評価することはそぐわないことから、評価不可とする。

◎

Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可
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（２）社会教育 

 

 

 

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5

●青少年健全育成に関するサポート体制の充実

・青少年の非行防止等のため、青少年指導センター指導員とともに下校時間帯に合わせた巡回街頭指導のほか、夏季
海水浴場キャンプ場、祭典時特別巡回を実施する。また、伊達市教護会等関係機関との諸会議への出席や合同研修会
の開催を開催、広域列車添乗補導を実施する。

主な
取組
内容

R1 街頭指導304回、海水浴７回、祭典（伊達、相馬、大滝、武者）８回、研修会１回、列車添乗７回

R2 街頭指導235回（海水浴11回を含む）、列車添乗７回実施。祭典、研修会はコロナで中止。

R3 街頭指導98回（海水浴15回を含む）、列車添乗１回（３回コロナで中止）。祭典、研修会はコロナで中止。

主な
取組
内容

R1 あそびまして・ジュニアリーダー・姉妹都市、各１回実施

R2 あそびましてがコロナで中止。ジュニアリーダー・姉妹都市交流がコロナで派遣中止。

R3 あそびまして・姉妹都市交流がコロナで中止。フロンティアリーダーがコロナで派遣中止。

R4

R4

R5

R5

R4

R5

●市民団体等と連携した青少年事業の取組

・各種事業は、つどいサークル「ドロップ」、長生大学、伊達シニアクラブスポーツ少年団等の協力団体のもとに企画立案
及び運営を行っている。事業を進めていくには必要不可欠な団体であるため、協力関係を維持継続し充実した青少年事
業の開催を目指す。

１　推進方策および今年度の取組内容

●体験学習機会の充実

・だてっ子遊び学びの教室（全６回）、親子体験教室、世代間交流事業を開催する。
　特にだてっ子遊び学びの教室については、常に内容を検討しながら、子どもたちが興味を持つよう工夫を行い、新たな
参加者の創出にもつなげる。

主な
取組
内容

R1 だてっ子4回（2回ｺﾛﾅで中止）、親子体験・ﾊﾞｽ利用（企画共同）・地図のWS（ﾒｾﾅ共同）各1回実施

R2 だてっ子2回のみ実施、親子体験などはコロナで中止。

R3 だてっ子3回（3回ｺﾛﾅで中止　※内、1回は申込者に説明書と材料配付）、親子体験１回実施

第２章 社会教育 第１節 ふるさと意識を育て地域づくりに参画する青少年教育の推進

施策１ こころとふるさと意識を育む体験活動の推進 担当課係 生涯学習課青少年・スポーツ係
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摘要
4 5 青少年教育事業 399

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｃ
・青少年教育事業について、コロナで半数程度が中止となったが、協力団体とで内容を検討し、実施で
きたものについては一定程度の参加があった。
・青少年指導センターの活動においては、巡回回数を見直したことと、コロナで回数減となった。

・体験学習機会の充実については、コロナ禍での開催実績を踏まえた上で、引き続き開催可能な内容を検討す
  るとと　もに内容を改良することで新たな参加者の創出につなげる。
・市民団体等との連携については、引き続き協力関係を継続し、充実した青少年事業の開催を目指す。
・青少年健全育成に関するサポートについても関係機関と連携し、現状（コロナ禍）に合わせた巡回を実施する。

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

9

◎

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

285人

Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎14歳以下人口に対する青少年を対象とした各種体験教室への参加者数の割合

8.50% 9.00%

参加人数 292人 226人 175人 268人194人

ｃ

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

参加割合 7.82% 6.10% 4.85% 5.49%
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主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 あそびまして、バス利用でのレク指導（シニア）、成人式の運営（フェイバリット）にて協力を得た

R2 コロナで中止及び延期

R3 あそびまして中止、成人式の運営にてフェイバリットの協力を得た

R4

R4

R5

R5

R4

R5

●青少年育成団体と連携した事業の取組

・上記事業については、伊達シニアクラブスポーツ少年団の協力のもと実施しており、また、他の青少年事業にも協力を
行っていただいており、引き続き関係を維持していく。伊達市成人式事業では新成人実行委員会を組織し、式典及び余
興の企画立案・運営を行う他、青年団体である伊達フェイバリットクラブの協力も得て進める。

１　推進方策および今年度の取組内容

●リーダー養成研修・交流活動事業による人材の育成

・姉妹歴史友好都市シニアリーダー研修交流事業は姉妹都市である宮城県亘理町、歴史友好都市である宮城県山元
町、柴田町、福島県新地町と継続実施する。交流を深めながら、レクや共同作業、集団行動を通じてコミュニケーションや
リーダーシップの能力向上を図り、これからの地域づくりに必要な人材の育成を目指す。

主な
取組
内容

R1 中学生２人、高校生１人、その他１人　計４人参加

R2 コロナで派遣中止

R3 コロナで事業中止

第２章 社会教育 第１節 ふるさと意識を育て地域づくりに参画する青少年教育の推進

施策２ 交流活動を通じた地域づくりに参画する人材の育成 担当課係 生涯学習課青少年・スポーツ係
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摘要
661

9 4 5

4 5 青少年教育事業費 399

9 4 5  姉妹・歴史友好都市シニアリーダー研修交流事業

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

成人式事業 431

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

－
・青少年育成団体との連携について、成人式はコロナ対策を講じた上で実施できた。
・他の各事業については、内容と時間を縮小し開催準備をしたもののコロナ禍にて中止となった。

・シニアリーダー研修において、シニアクラブ１団体頼みでは限界があるため、中高生の一般公募の検討が必要。それに
より団員の増、また、地域づくりに必要な人材の育成に繫がると思われる。

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

9

◎

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

50人

Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎14歳以下人口に対する市及び関係機関が実施するリーダー研修講習会、世代間交流事業への参加者数の割合

1.50% 2.00%

参加者数 50人 41人 － 60人－

－

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

参加割合 1.34% 1.10% － －
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R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 「あらうす」との共同開催による講演会を実施。胆振女性ﾘｰﾀﾞｰ養成研修に3名派遣（うち男性1名）

R2 講演会は規模縮小で実施（20名）、女性ﾘｰﾀﾞｰ養成研修はﾘﾓｰﾄ開催に変更のため不参加

R3 教養講演会はコロナで中止、胆振女性ﾘｰﾀﾞｰ養成研修（オンライン開催）に1名参加

R4

R5

R4

R5

●男女共同参画の推進

・胆振女性リーダー養成研修や男女共同参画教養講演会への参加を促進するため、魅力ある事業内容を検討するととも
に、広報誌等による周知を実施。

●サークル団体の会員増や活性化のための広報活動の充実

・市民サークルまつりの参加希望団体募集を広報誌で実施。市民総合文化祭や市民サークルまつりなどの事業につい
て、更なる市民周知を図るため、広報誌などの媒体を用いて事業の周知を実施

主な
取組
内容

R1 広報誌、facebook、市HP、ポスターによる周知や、事業実施日に参加者によるチラシ配布等の実施

R2 文化祭・サークルまつりの両事業がコロナで中止

R3 文化祭は規模縮小で実施、サークルまつりはコロナで中止

主な
取組
内容

R1 指定管理者において絵本の読み聞かせ（30名）、陶芸教室×2回（18名）の3講座を実施

R2 指定管理者において、陶芸教室×3回（30名）、ﾏｽｸｽﾄﾗｯﾌﾟ作り（5名）の2講座を実施

R3 指定管理者において、4講座（色鉛筆、粘土、ｸﾘｽﾏｽﾘｰｽ、正月飾り）を実施

R4

R5

R4

R5

●民間企業などのノウハウを活かした学習内容の充実

・カルチャーセンター指定管理者等と連携し、人気のある講座を連続して実施するなど、民間ならではの柔軟な事業を実
施

１　推進方策および今年度の取組内容

●市民ニーズを的確に把握し、より受講しやすい講座の開設

・アンケート等（毎講座後）を実施し、市民ニーズを反映した多種多様な講座を開設

主な
取組
内容

R1 市民講座7講座中、平日・1講座、夜間土日・5講座、大滝区開催・1講座を開催（他1講座コロナで中止）

R2 市民講座6講座中、平日・2講座、大滝区・1講座を開催（他3講座コロナで中止）

R3 市民講座は4講座中3講座（1講座中止）を、市民カレッジは4講座中2講座（2講座中止）を開催

第２章 社会教育 第２節 共に支えあう地域づくりを目指す社会教育の推進

施策１ 生涯にわたる充実した学習機会の提供 担当課係 生涯学習課社会教育係



- 57 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

9 4
摘要

84

9 4 2 男女共同参画推進事業、胆振女性リーダー養成研修事業

2 市民講座開設事業 93

9 4 2 だて市民カレッジ開設事業

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

・より多くの市民が参加できるよう、周知方法を工夫しながら開催していく。
・アンケートによるニーズの把握から、講座のテーマ、曜日、時間帯等、ターゲットを明確にした内容を検討していく。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｃ
新型コロナウイルス感染症の影響から、市民講座は4講座中3講座の開催、市民カレッジは4講座中2講
座の開催と予定していた講座数を下回る結果となったため。

取組を進める上での課題と対応方針

◎

292人 306人

人口比受講者 0.72% 1.40% 0.24% 0.74%

受講者数 249人 481人 81人 242人

0.90% 1.00%

Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価

ｃ

出典等

◎推計人口に対する市が主催する市民講座・市民カレッジの受講者数の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
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R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 「ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙ」について知ってもらうために、学生に対し学習会を実施

R2 放課後子ども教室事業がコロナで中止

R3 放課後子ども教室事業がコロナで中止

R4

R5

R4

R5

●高齢者の参画が期待される、コミュニティ・スクールや放課後子ども教室などの活動内容についての情報提供

・放課後子ども教室等が希望する事業と、長生大学として提供できることについて、事業推進にあたり互いに情報共有で
きるような仕組みを構築

１　推進方策および今年度の取組内容

●長生大学の事業内容のニーズ把握による学習メニューの充実と積極的なＰＲ強化

・事業内容のニーズ把握の手段として、在学生に対するアンケート等を実施し講義内容の充実を図る。長生大学事業に
ついて、広報誌等を活用し事業の周知を図る

主な
取組
内容

R1 受けてみたい講義（分野）についてアンケートを実施、学生募集を広報誌で周知

R2 コロナ禍により伊達4回、有珠5回の学習日、学習外活動は全て中止

R3 長生大学の事業を再開し、伊達10回、有珠10回の学習日、3回の学習外活動を実施

第２章 社会教育 第２節 共に支えあう地域づくりを目指す社会教育の推進

施策２ 高齢者が健やかで豊かに学ぶ機会の創出 担当課係 生涯学習課社会教育係
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　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

9 4
摘要

2 長生大学運営費 289

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

・新型コロナウイルス感染症の影響が要因か、在学生数が大きく減少し、入学者数も少ないため、全体的に学生数は減
少傾向にある。
・長生大学の活動をPRし、学生数を確保していく必要がある。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｃ
新型コロナウイルス感染症の影響から、学習日は伊達及び有珠それぞれ10回の開催、学習外活動は3
回の開催と予定を下回る結果となったため。

取組を進める上での課題と対応方針

年齢別人口統
計

◎

252人 282人

学生数割合 1.88% 2.02% 1.77% 1.59%

学生数 235人 254人 222人 198人

2.00% 2.30%

Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価

ｃ

出典等

◎65歳以上人口に対する長生大学学生数の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
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R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 家庭教育の重要さについて、広報誌で啓発

R2 家庭教育の重要さについて、広報誌で啓発

R3 家庭教育の重要さについて、広報誌で啓発

R4

R5

R4

R5

●関係機関と連携し、家庭教育に関する啓発活動の実施

・広報誌等による家庭教育の啓発活動を、関係機関と連携し実施

１　推進方策および今年度の取組内容

●地域住民が、ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙや放課後子ども教室等と関わり合いながら子供を育てる地域基盤の強化

・放課後子ども教室事業などに地域住民が参加して貰えるよう、自治会やPTAなどの地域住民対して事業内容などの周
知活動を実施

主な
取組
内容

R1 伊達西小放課後子ども教室において、伊達西小おやじの会による事業を実施

R2 放課後子ども教室事業がコロナで中止

R3 放課後子ども教室事業がコロナで中止

第２章 社会教育 第２節 共に支えあう地域づくりを目指す社会教育の推進

施策３ 家庭・地域の教育力の向上 担当課係 生涯学習課社会教育係
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　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

9 4
摘要

2 放課後子ども教室運営費 27

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

・新型コロナウイルス感染症の影響により、2年間、事業を全く開催できていないほか、有償ボランティア等の人材確保や
実施校への学校関係者以外の出入りが問題となり、開設の見通しがたたない状況である。
・今後は、「学習の日」を放課後児童クラブの日課中の自主学習の時間で、また、「遊び・交流・体験の日」については青
少年教育事業の枠組みを活用しながら、事業を進めるよう検討したい。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

－ 新型コロナウイルス感染症の影響から事業が全て中止となったため。

取組を進める上での課題と対応方針

◎

４校 全校 －
新型コロナ感染
症により未実施

学校数 １校 ２校 － －

Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎放課後子ども教室実施小学校・義務教育学校数（星の丘小学校は除く。）

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
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第２章 社会教育 第２節 共に支えあう地域づくりを目指す社会教育の推進

施策４ 図書館機能の充実 担当課係 図書館業務係

R5

R4

R5

１　推進方策および今年度の取組内容

●「伊達市立図書館運営基本方針」に基づく図書館の機能強化

コロナ禍にあっても市民の期待・要望・関心に応えるため、館内の飾りつけの充実や本の表紙を見せる配架を増やすな
ど利用しやすい館内整備に努める。小学生から高校生までを対象とし学校と連携した「みんなのオススメ本ＰＯＰコンテス
ト」を前年度から継続実施するなど読書普及の促進を図る。

主な
取組
内容

R1 利用者の需要に即した館内整備。「本の森」及び「みんなのオススメ本ＰＯＰコンテスト」の実施。

R2 季節感ある装飾、司書のお薦めコーナーの拡充。「みんなのオススメ本ＰＯＰコンテスト」実施。

R3 図書資料の差替・除籍等。利用者に沿った館内整備。「みんなのオススメ本ＰＯＰコンテスト」の実施。

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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出典等

◎　人口に対する図書館の年間利用者数の増加

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

27,485人

142.97% 150.00%

Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価

ｃ

◎

46,431人 45,963人

年間利用者数
の割合

134.52% 121.40% 91.56% 84.31%

年間利用者数 46,516人 40,859人 30,405人

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

利用者のニーズに合わせ図書資料の整備や各事業において読書の普及活動を強化し、さらなる図書館機能の充実を
図っていく必要がある。一方で、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、閲覧席や学習室の利用や滞在時間を制限し
ているが、今後のコロナウイルスの感染状況を見ながら利用者へのサービスや利用方法を見直ししていく必要がある。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｃ

図書資料の差替・除籍等や利用者が選びやすい著者名見出し等の館内整備をしたほか、「みんなのオ
ススメ本ＰＯＰコンテスト」を昨年度に引き続き実施して読書普及の促進を図ったが、新型コロナウイル
ス感染拡大防止のため、計50日間臨時休館したことから、年間利用者は減少した。
ただし、１日平均来館者数は令和２年度115.61人から令和３年度120.55人に増加した。

取組を進める上での課題と対応方針

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

ＰＯＰコンテスト
報償費

（図書カード）

9 4
摘要

7 読書普及促進事業 17

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）
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（３）歴史・文化芸術 

 

 

 

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5

●アートビレッジ構想に基づく、様々なレベルに合わせた人材育成事業の展開

・絵画部門においては、就学前児童に対する「ペイントキッズ事業」から、本格的に画家を目指す「野田・永山塾」など事
業を実施。音楽部門においては、室内楽マスタークラスを開催するなどして、様々なレベル向けの事業を実施

主な
取組
内容

R1 様々なﾚﾍﾞﾙに合わせたｱｰﾄﾋﾞﾚｯｼﾞ事業（美術・音楽）を開催し、人材の育成を実施

R2 現代写実絵画研究所絵画教室（6月～）及びペイントキッズ事業を開催、他のｱｰﾄﾋﾞﾚｯｼﾞ事業は中止

R3 絵画部門において、現代写実絵画研究所絵画教室は実施、他2事業も実施

主な
取組
内容

R1 市立学校の全児童生徒（引率含む2,567名）に対して、舞台鑑賞機会を提供

R2 巡回小劇場はコロナで中止

R3 巡回小劇場はコロナで中止

R4

R5

R4

R5

●子どもたちが文化芸術に触れる機会の充実

・市内すべての市立学校の児童生徒に対し、巡回小劇場事業を通して舞台鑑賞機会の提供を図る

１　推進方策および今年度の取組内容

●市民のニーズに応じた芸術鑑賞機会の充実

・市民に対して芸術性の高い舞台鑑賞機会を安価で提供することを目的とした西いぶり定住自立圏文化事業等、および
だて歴史文化ミュージアムを活用した美術展覧会を実施

主な
取組
内容

R1 劇団四季ﾐｭｰｼﾞｶﾙ「ｴﾋﾞｰﾀ」を伊達市で開催、ﾐｭｰｼﾞｱﾑで４つの美術展覧会を開催

R2 西いぶり定住自立圏文化事業（登別市）はコロナで次年度に延期

R3 延期となった、西いぶり定住自立圏文化事業（落語）が登別市で開催、ﾐｭｰｼﾞｱﾑで美術展覧会を開催

第３章 歴史・文化芸術 第１節 特色ある地域文化の推進

施策１ 文化芸術活動の振興 担当課係 生涯学習課社会教育係
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1,444

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

9 4
摘要

3,101

9 4 6 特別展等開催事業（社会教育係分）

3 芸術文化振興事業、アートビレッジ事業 12,761

9 4 3 芸術文化振興事業補助金

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

・西いぶり定住自立圏文化事業における舞台鑑賞事業は座席数が上限で、巡回小劇場は市立学校の児童生徒数が上
限となることから、鑑賞者数増には限界がある。
・目標達成のためには展示事業における集客数増が求められるため、ミュージアム等における展示内容を検討する必要
がある。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｃ 新型コロナウイルス感染症の影響から、事業の大半が中止となり、参加者数が大きく減となったため。

取組を進める上での課題と対応方針

◎

7,470人 7,661人

人口割合 21.11% 50.94% 7.01% 7.48%

鑑賞人数 7,301人 17,145人 2,327人 2,440人

23.00% 25.00%

Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価

ｃ

出典等

◎推計人口に対する市が主催・共催する文化芸術公演鑑賞者数の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
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第３章 歴史・文化芸術 第２節 歴史文化を活かしたまちづくりの推進

施策１ 歴史文化資源の活用 担当課係 生涯学習課文化財係

１　推進方策および今年度の取組内容

●だて歴史文化ミュージアムの活用

・だて歴史文化ミュージアムにおいて、歴史文化資源を活用した特別展等を開催することにより、市民や観光客がその価
値を理解することで、さらなる文化資源の保護に繋げていきます。

●博学連携の取組

・市内小・中学校等と密接に連携を取りながら、博物館の特質を生かした学習の場に活用します。

主な
取組
内容

R1 市内小・中学校等の学習の場としての受け入れ

R2 市内小・中学校等の学習の場としての受け入れ

R3 市内小・中学校等の学習の場としての受け入れ

主な
取組
内容

R1 特別展、企画展、１階スタジオでのパネル展、市民コレクション展示、各種イベント企画など

R2 企画展、１階スタジオでのパネル展、市民コレクション展示、各種イベント企画など

R3 企画展、１階スタジオにおける各種催事、市民コレクション展示、各種イベント企画など

R4

R5

主な
取組
内容

R5

R5

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R1

R2

R3

R5

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R4

R5

R3
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本館の有料
入館者数

アンケート
満足度

－ 71.9% 82.3% 81.6%

◎だて歴史文化ミュージアム有料入館者数及び満足度

Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等Ｒ３

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２

20,000人 20,000人 ｃ

70.0% 90.0% ｃ

有料入館者数 － 17,282人 6,117人 4,776人

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

アンケート回答
集計結果

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

だて歴史文化ミュージアム運営管理費 32,170

令和２年度と比較して新型コロナウイルス感染症拡大による開館日数が減り、特に６・９月の修学旅行
期・行楽シーズンの臨時休館により入館者数は昨年比78％となった。その一方で企画によっては１日平
均40人を超えることもあった他、アンケート満足度は８割を維持した。

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款

Ｃ

決算額（千円）

摘要
10,385

9

項 目 事業（細目）名

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

9

指定管理者との相互連携により、魅力ある展示企画の立案・運営や展示手法の見直しにより「集い学びあえる場」創出
及び新たな客層獲得に努める。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

取組を進める上での課題と対応方針

4 6 北海道博物館協会負担金 15

4 6

9 4 6 だて歴史文化ミュージアム特別展等開催経費
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第３章 歴史・文化芸術 第２節 歴史文化を活かしたまちづくりの推進

施策２ 文化財の保護と適切な展示保管環境の維持 担当課係 生涯学習課文化財係

R5

R4

R5

●展示保管施設のモニタリングによる管理

・埋蔵文化財を保管する噴火湾文化研究所収蔵庫では、担当職員が日常的に空調設備による温湿度設定のモニタリン
グを実施する。

１　推進方策および今年度の取組内容

●指定文化財の保護対策と指定化の推進

・世界文化遺産候補の史跡北金貝塚については、植樹による修景等を実施することで景観保全に努める。また、指定文
化財については、市文化財保護条例に基づく適切な対応がとられるよう努めるとともに、特に文化的価値が高く、保護す
ることが必要と認められる物件については、市文化財審議会に諮問し、市の文化財に指定する。

主な
取組
内容

R1 指定記念物（イチョウ・シナサワグルミ）の剪定等による維持管理の実施

R2 指定記念物３件の剪定等による維持管理の実施。植樹修景による史跡北黄金貝塚の景観保全

R3 指定記念物４件の剪定等による維持管理の実施

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 文化財収蔵施設内の温湿度等のモニタリングの実施

R2 文化財収蔵施設のモニタリングによる管理

R3 文化財収蔵施設のモニタリングによる管理

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎国・北海道・市による指定文化財の新規の指定件数

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

1件 3件 ｃ指定件数 － 0件 0件 0件

◎

決算額（千円）

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

・史跡指定に向け計画を策定し、測量調査・発掘調査には国庫補助金等を活用する。
・国の史跡指定に向け引き続き文化庁等への働きかけを行う必要がある。
・新たな市の文化財指定に向け文化財審議会の候補案件について調査を行う。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｃ

国史跡指定を目指す有珠モシリ遺跡は、外部研究機関と連携し遺跡の分布範囲調査及び遺構調査を
実施した。旧伊達邸宅跡は、古地図をだて歴史文化ミュージアムで展示するなど史跡化に相応しい価値
の周知に努めている。両候補案件も史跡指定には至っておらず、引き続き調査が必要である。なお、市
の文化財の新たな指定について文化財審議会に候補案件を求めた。

取組を進める上での課題と対応方針

54,272

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

9 4
摘要

232

9 4 4 縄文遺跡群世界遺産登録推進経費

4 指定文化財等維持管理費 1,264

9 4 4 埋蔵文化財収蔵庫維持管理費

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名
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（４）スポーツ 

 

 

 

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 リーダー養成５事業89人、指導者育成（研修会）２回102人

R2 開催の方向で調整を試みるも全事業、コロナで中止

R3 リーダー養成は４事業中止、２事業はリモート開催につき参加見送り。指導者育成（研修会）２回４人

R4

R5

R4

R5

・青少年期にスポーツに取り組むに当たっては、各々の心身の発達に合わせた取り組みと、技能向上のみならず集団生
活などを通じた社会性を身に付けることが重要であり、そのためには適切な指導を行えるスポーツ指導者が必要となる。
伊達市スポーツ少年団本部への支援を通じて指導者の養成と資質の向上に取り組む。

●各種スポーツ大会の開催支援

・指定管理者と連携して父ちゃん野球大会、レディースバレーボール大会などの大会を開催し、地域間、世代間交流を図
りながらスポーツに取り組める場を提供する。

主な
取組
内容

R1 父ちゃん野球216人、ﾊﾟｰｸ5回344人、ﾄﾘﾑﾊﾞﾚｰ82人、Ｆﾊﾞﾄﾞ・ﾚﾃﾞｨｰｽﾊﾞﾚｰ等はｺﾛﾅで中止

R2 父ちゃん野球192人、ﾊﾟｰｸ２回151人、ﾄﾘﾑﾊﾞﾚｰ、Ｆﾊﾞﾄﾞ・ﾚﾃﾞｨｰｽﾊﾞﾚｰはｺﾛﾅで中止

R3 パーク3回181人、父ちゃん野球・トリムバレー・Fバド・レディースバレーはｺﾛﾅで中止

主な
取組
内容

R1 スポーツ少年団24団体、３大会への助成。学校開放11校60団体、延べ2,148回37,617人利用

R2 スポーツ少年団24団体、大会助成0件。学校開放10校60団体、延べ2,490回40,452人利用

R3 スポーツ少年団24団体、大会助成0件。学校開放10校58団体、延べ1,849回27,890人利用

R4

R4

R5

●スポーツ指導者の養成と確保

R5

R4

R5

●スポーツ団体の育成と活動支援

・伊達市スポーツ協会を通じ各種競技団体の活動を支援し、競技の普及促進を図るほか、スポーツ少年団から中学高校
の部活、大人のスポーツサークルの全道、全国大会参加への経済的支援（補助金）を行う。また、引き続き学校施設開
放事業を実施し、団体活動の場の提供を通して、強化、育成、健康づくりの支援を行う。

１　推進方策および今年度の取組内容

●スポーツに親しむための場の提供と情報発信

・年齢や経験に関わらず、健康と生きがいづくりのため誰もが気軽にスポーツに取り組むことができるよう、指定管理者と
連携し、各種目の初心者教室等を開催する。また、ファミリーバドミントン大会の開催、フロアーカーリングなどのニュース
ポーツの普及にも取り組んでいく。

主な
取組
内容

R1 初心者教室（卓、バド）150回1,768人、講習会（卓、陸上、ストレッチ）３回129人、ふまねっと21回404人等

R2 初心者教室（卓、バド）61回740人、講習会0回、ふまねっと２回17人等

R3 軽スポーツ教室（卓）81回984人、講習会0回、ふまねっと８回85人等

第４章 スポーツ 第１節 豊かな心身を育むスポーツの振興

施策１ スポーツ活動の促進 担当課係 生涯学習課青少年・スポーツ係
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摘要
2,815

9 5 2

5 1 スポーツ少年団活動補助金 1,100

9 5 1 学校施設開放事業経費

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

スポーツ施設運営管理委託料 125,928

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ
　コロナにより各種大会や研修会、講習会の多くは中止となったが、プール事業をはじめ健康志向等に
応じた各種スポーツ機会の提供と、青少年や地域のスポーツ活動の普及促進を図ることができた。

・温水プールやトレ室等の施設の有効活用へ向け、幅広い年齢層を対象とした各事業の継続実施。
・健康意識の高揚を図り、ニュースポーツの普及や各種スポーツ・レクリエーションを楽しめる機会と活動環境の整備・充
実を引き続き図る。
・各種目に対応した指導力の向上と指導者の育成を行う。

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可

9

◎

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

44,818人

Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎推計人口に対する総合体育館における各種スポーツ教室への参加者数の割合

138.00% 140.00%

参加者数 47,063人 50,918人 37,696人 42,899人46,917人

ｂ

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

参加割合 136.10% 150.60% 112.46% 141.50%
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主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5

●指定管理者制度の推進とサービスの向上

・直営で管理している、まなびの里サッカー場の指定管理者制度への移行に向けて検討を行う。
　また、指定管理者が運営管理する施設においては、スポーツ用品や飲食物の販売などで利用者へのサービス向上を
図る。

主な
取組
内容

R1 ｻｯｶｰ場の指定管理は有珠振興会と協議中。総体にて、肉まん・あんまん、ｶｯﾌﾟｺｰﾋｰの試験販売

R2 ｻｯｶｰ場の指定管理は、有珠振興会と継続協議中。総体の肉まん・あんまん、ｶｯﾌﾟｺｰﾋｰ販売は休止中。

R3 ｻｯｶｰ場の指定管理は検討中。総体の肉まん・あんまん、ｶｯﾌﾟｺｰﾋｰ販売は休止中。

主な
取組
内容

R1 総体（ｵｲﾙｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ748千円）、関内（ﾌﾞﾛｱｰ等2,003千円）等。計画は準備中

R2 館山野球場（スコアボード、スコア小屋修繕526千円）、武道館（暖房機修繕1,711千円）等

R3 温水プール（ろか機用ろ過材交換、循環ポンプ部品交換2,207千円）等。

R4

R2 武道館において、ダンス、ストレッチ、太極拳サークルに活動場所を提供した。

R3 館山野球場での幼稚園の運動会やイベント、武道館ではダンス、ストレッチ、太極拳が行われた。

R4

R5

第４章 スポーツ 第１節 豊かな心身を育むスポーツの振興

施策２ スポーツ施設の整備・充実 担当課係 生涯学習課青少年・スポーツ係

R5

R4

R5

●施設及び備品の修繕・更新計画の策定

・老朽化が進む施設はもちろんのこと、供用開始から日が浅い施設についても、近い将来に相当の修繕や更新を行わな
ければならない施設の箇所、備品等の修繕・更新計画の作成に向けた準備を指定管理者と連携して行う。

１　推進方策および今年度の取組内容

●各施設の状況に応じた管理及び運営内容の充実

・各施設の主な設置目的に沿った供用はもちろんのこと、空き時間帯にスポーツ以外の団体や用途に供するなど、各施
設の内容を考慮しながら有効活用を推進する。

主な
取組
内容

R1 館山野球場での幼稚園の運動会やイベント、武道館ではダンス、ストレッチ、太極拳が行われた。
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　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている　　－：評価不可

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｃ
　指定管理者（共同事業体）の連携強化が継続課題となっているが、コロナ禍においても積極的な情報
発信や自主事業への取り組みにより、施設の利用促進が図られ、市民の健康・体力づくりに資すること
ができた。

　より多くの市民にスポーツ施設を利用していただけるよう、施設や健康・体力づくりに関する情報発信及び健康意識の
啓発を充実させ、また、ニーズに沿った多種多彩な教室の展開や施設の改修等を実施することで、各施設を、より多くの
市民に有効活用していただだけるよう努める。

取組を進める上での課題と対応方針

社会教育施設管
理運営体制持続
化事業16,000（ま
なびＰＧ、スポー

ツ施設）

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要
6,966

9 5 2 ｽﾎﾟｰﾂ施設運営管理委託料 125,928

9 5 2 まなびの里パークゴルフ場運営管理委託費 8,723

9 5 2 まなびの里サッカー場維持管理費

利用者数 382,250人
345,034

人
218,536

人
340,126

人

◎

203,177
人

360,170
人

ｃ

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

利用者割合 1105.44% 1020.40% 651.96% 612.77%

Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎推計人口に対するスポーツ施設等の延べ利用者数の割合

1109.00% 1110.00%

　　　　　　　　　　　　　 －・・評価不可



- 74 - 

 

（５）達成度評価一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

章 節 主な施策
達成度評価
（R２）

達成度評価
（R３）

目標設定 取組評価 担当

国語の授業がよく分かると答えた児童の割合
（小学校及び義務教育学校の前期課程）

ｂ

国語の授業がよく分かると答えた生徒の割合
（中学校及び義務教育学校の後期課程）

ａ

算数の授業がよく分かると答えた児童の割合
（小学校及び義務教育学校の前期課程）

ｂ

算数の授業がよく分かると答えた生徒の割合
（中学校及び義務教育学校の後期課程）

ｃ

個別の教育支援計画を作成し、就学先や進学先等
への引継ぎに活用している学校の割合
（小学校及び義務教育学校の前期課程）

ａ

個別の教育支援計画を作成し、就学先や進学先等
への引継ぎに活用している学校の割合
（中学校及び義務教育学校の後期課程）

ａ

3.国際理解教育の推進 Ａ Ｃ
伊達市学力テストにおける外国語の伊達市全体の
平均点が全国平均を上回る

ｃ 指導室

情報通信技術を活用した学習指導を実施した学校
の割合（小学校及び義務教育学校の前期課程）

ａ

情報通信技術を活用した学習指導を実施した学校
の割合（中学校及び義務教育学校の後期課程）

ａ

「将来の夢や目標を持っている」と回答した児童の
割合（小学校及び義務教育学校の前期課程）

ｂ

「将来の夢や目標を持っている」と回答した生徒の
割合（中学校及び義務教育学校の後期課程）

ｂ

総合的な学習の時間における環境教育実施校の
割合（小学校及び義務教育学校の前期課程）

ａ

総合的な学習の時間における環境教育実施校の
割合（中学校及び義務教育学校の後期課程）

ａ

防犯教室及び避難（防災）訓練実施校の割合（小
学校及び義務教育学校の前期課程）

ａ

防犯教室及び避難（防災）訓練実施校の割合（中
学校及び義務教育学校の後期課程）

ａ

「自分にはよいところがある」と答えた児童生徒の割
合（小学校及び義務教育学校の前期課程）

ｃ

「自分にはよいところがある」と答えた児童生徒の割
合（中学校及び義務教育学校の後期課程）

ｃ

「学校のきまりを守っている」と答えた児童生徒の割
合（小学校及び義務教育学校の前期課程）

ｂ

「学校のきまりを守っている」と答えた児童生徒の割
合（中学校及び義務教育学校の後期課程）

ａ

伊達市内の不登校率が全国平均を下回る（小学校
及び義務教育学校の前期課程）

ａ

伊達市内の不登校率が全国平均を下回る（中学校
及び義務教育学校の後期課程）

ａ

「いじめはいけないことだと思いますか」の問いに、
「あてはまる」と回答した児童生徒の割合（小学校及
び義務教育学校の前期課程）

ｃ

「いじめはいけないことだと思いますか」の問いに、
「あてはまる」と回答した児童生徒の割合（中学校及
び義務教育学校の後期課程）

ｂ

指導室

指導室

指導室

指導室

Ｂ1.道徳教育の充実

2.生徒指導・教育相談の充実 Ｂ

Ｃ

Ｂ

「第２次伊達市教育教育振興基本計画」　に基づく管理及び執行状況の評価

1.学校教育

第1節　社会を生き抜く力を育む教育の推進

第2節　豊かな心を育む教育の推進

指導室

指導室

指導室

指導室

1.確かな学力の育成 Ｂ

2.特別支援教育の充実 Ａ

4.情報教育の充実 Ａ

Ｃ

5.キャリア教育の充実 Ｂ

Ａ6.環境教育の充実

7.安全・防災教育の充実 Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ
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章 節 主な施策
達成度評価
（R２）

達成度評価
（R３）

目標設定 取組評価 担当

「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の体力合
計点において、全国平均を上回る（小学校及び義
務教育学校の前期課程（男子））

ａ

「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の体力合
計点において、全国平均を上回る（小学校及び義
務教育学校の前期課程（女子））

ａ

「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の体力合
計点において、全国平均を上回る（中学校及び義
務教育学校の後期課程（男子））

ｃ

「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の体力合
計点において、全国平均を上回る（中学校及び義
務教育学校の後期課程（女子））

ｃ

学校給食における地元産食材利用率が前年度を
上回る（小学校及び義務教育学校の前期課程）

ｂ

学校給食における地元産食材利用率が前年度を
上回る（中学校及び義務教育学校の後期課程）

ｂ

がん教育の実施率が、前年度の実施率を上回る
（小学校及び義務教育学校の前期課程）

ａ

がん教育の実施率が、前年度の実施率を上回る
（中学校及び義務教育学校の後期課程）

ａ

「保護者や地域の人が教育活動等に参加してくれ
る」と回答した学校の割合（小学校及び義務教育学
校の前期課程）

ａ

「保護者や地域の人が教育活動等に参加してくれ
る」と回答した学校の割合（中学校及び義務教育学
校の後期課程）

ａ

「地域や社会で起こっている問題に関心がある」と
回答した児童生徒の割合（小学校及び義務教育学
校の前期課程）

ａ

「地域や社会で起こっている問題に関心がある」と
回答した児童生徒の割合（中学校及び義務教育学
校の後期課程）

ａ

近隣の学校と教員同士の交流を行っている学校の
割合（小学校及び義務教育学校の前期課程）

ａ

近隣の学校と教員同士の交流を行っている学校の
割合（中学校及び義務教育学校の後期課程）

ａ

4.幼児教育の充実 － Ｃ
小学校と義務教育学校が市内の幼稚園等の年長
児と交流学習を３回以上行った割合

ｃ 学校教育係

市内教職員の伊達市教育実践交流・研修会への
参加率

ｂ

市内教職員（養護教諭、栄養教諭、事務職員）の研
修会への参加率

ｂ

1.学校施設・設備の充実 Ｂ Ｂ
伊達市学校施設長寿命化計画に登載した事業の
実施

ｂ 企画総務係

警察など地域の関係機関等と連携し、交通安全教
室と防犯教室を実施している割合（小学校及び義
務教育学校の前期課程）

ａ 学校教育係

警察など地域の関係機関等と連携し、交通安全教
室と防犯教室を実施している割合（中学校及び義
務教育学校の後期課程）

ａ 学校教育係

3.学校再編等の推進 Ｂ Ａ
計画最終年度における適正規模を下回る学校数
（関内小学校、星の丘小・中学校、大滝徳舜瞥学校
を除く）

ａ 学校教育係

4.高等学校教育等との連携・支援 － － 企画総務係

指導室

Ａ

5.教職員の資質・能力の向上 Ｂ

指導室

指導室

指導室

学校教育係

1.地域総がかりの教育の推進 Ａ

食育センター庶
務係

指導室

2.ふるさと創生教育の推進 Ａ

3.異校種間連携・接続の推進

Ａ

第3節　健やかな体を育む教育の推進

2.食育・健康教育の推進

Ｂ

Ａ

1.体力・運動能力の向上 Ｂ－

Ｂ

Ｂ

2.校外安全対策の充実 Ａ

第4節　地域とともにある学校づくりの推進

第５節　信頼される教育環境の整備

Ａ

Ａ

－

Ｂ



- 76 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

章 節 主な施策
達成度評価
（R２）

達成度評価
（R３）

目標設定 取組評価 担当

1.こころとふるさと意識を育む体験活動の推進 Ｃ Ｃ
14歳以下人口に対する青少年を対象とした各種体
験教室への参加者数・割合

ｃ
青少年・スポーツ
係

2.交流活動を通じた地域づくりに参画する人材の育成 － －
14歳以下人口に対する市及び関係機関が実施す
るリーダー研修講習会、世代間交流事業への参加
者数・割合

-
青少年・スポーツ
係

1.生涯にわたる充実した学習機会の提供 Ｃ Ｃ
推計人口に対する市が主催する市民講座・市民カ
レッジの受講者数・割合

ｃ 社会教育係

2.高齢者が健やかで豊かに学ぶ機会の創出 Ｃ Ｃ 65歳以上人口に対する長生大学学生数の割合 ｃ 社会教育係

3.家庭・地域の教育力の向上 － －
放課後子ども教室実施小学校・義務教育学校数
（星の丘小学校は除く）

- 社会教育係

4.図書館機能の充実 Ｃ Ｃ 人口に対する図書館の年間利用者数・割合の増加 ｃ 図書館業務係

1.文化芸術活動の振興 Ｃ Ｃ
推計人口に対する市が主催・共催する文化芸術公
演鑑賞者数・割合

ｃ 社会教育係

だて歴史文化ミュージアムの有料入館者数 ｃ

だて歴史文化ミュージアムの有料入館者アンケート
調査の満足度

ｃ

2.文化財の保護と適切な展示保管環境の維持 Ｃ Ｃ
国・北海道・市による指定文化財の新規の指定件
数

ｃ 文化財係

1.スポーツ活動の促進 Ｃ Ｂ
推計人口に対する総合体育館における各種スポー
ツ教室への参加者数・割合

ｂ
青少年・スポーツ
係

2.スポーツ施設の整備・充実 Ｃ Ｃ
推計人口に対するスポーツ施設等の延べ利用者
数・割合

ｃ
青少年・スポーツ
係

Ａ評価 6 10

Ｂ評価 9 9

Ｃ評価 11 10

Ｄ評価 0 0

－評価 6 3

計 32 32

第1節　ふるさと意識を育て地域づくりに参画する青少年教育の推進

第2節　共に支えあう地域づくりを目指す社会教育の推進

第1節　豊かな心身を育むスポーツの振興

第1節　特色ある地域文化の推進

第2節　歴史文化を活かしたまちづくりの推進

4.スポーツ

文化財係1.歴史文化資源の活用 Ｃ

3.歴史・文化芸術

2.社会教育

Ｂ
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４ 外部評価 

 

 令和４年度（令和３年度対象）教育委員会事務の管理及び執行の状況についての点検及び評価

にあたって、客観性を確保するため、点検評価の方法や結果などについて学識経験を有する者の

意見を聴きました。 

 

(1) 学識経験者                              （敬称略） 

氏 名 所 属 等 

阿 部 聖 司 伊達市校長会会長（伊達市立伊達西小学校長） 

八木沼 剛 宏 伊達市ＰＴＡ連合会会長（伊達市立長和小学校ＰＴＡ会長） 

小 林 浩 路 伊達市社会教育委員会議議長 

 

(2) 主な意見 

令和４年度（令和３年度対象）教育委員会点検・評価報告に関する意見 

 

                               阿 部 聖 司 

 

１ 教育委員会の活動状況 

   教育委員会の活動については、開催予定や傍聴の案内、会議録等をホームページ

に掲載するなど、開かれた会のあり方を工夫し、また説明責任を果たしている。 

   教育委員会会議については、定例会において今日的な教育課題から伊達市の文化

的な取組まで、様々な案件について共通理解が図られ、また各委員とも高い関心と

問題意識を持った積極的な発言が見られたことから、有意義な活動状況であったと

考えられる。 

   視察・学校訪問については、令和３年度も新型コロナウイルス感染症の影響によ

り実施されなかったが、今後感染症が収束してから、また再開されることを期待す

る。その際には、現在取り組まれているＧＩＧＡスクール構想の取組状況について

も各学校の実態について視察していただきたい。 

 

２ 「第２次伊達市教育振興基本計画」に基づく管理及び執行状況の評価 

（１）学校教育 

 ①社会を生き抜く力を育む教育の推進 

   伊達市学力テストの実施により、伊達市内の児童･生徒の学力実態を把握するとと

もに、結果に基づいた「学力･学習改善プラン」を各学校で作成している。子どもた

ちの学力診断となる貴重な機会であり、子どもたちにとっては学力の自己分析と課

題把握、今後の取組を考える資料となるとともに、学校、教員にとっては各校、各

自の授業改善を進める上での貴重な資料となり、活用の仕方によっては大変有効な
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ものとなる。 

   国語の授業の内容がよく分ると回答した割合が、小学校、中学校ともに目標値に

対しておおむね順調（中学校では順調）であるのに対して、中学校での数学の「よ

く分かる」と回答した割合が年々低下しており、ＩＣＴを効果的に活用した授業の

取組など、「学力･学習改善プラン」の工夫改善と、着実な実施による一層の授業改

善が求められる。 

   特別支援教育については、伊達市特別支援教育推進協議会を実施し、学校や保育

所、幼稚園等の関係機関が、児童生徒一人一人のニーズに応じた適切な就学の場を

提供するために連携し、地域ネットワークづくりの充実を図っている。また、同協

議会の各支援部会において児童生徒一人一人に応じた就学の場を検討するととも

に、特別支援教育支援員・介護員の配置を実施し、児童生徒の学習支援や生活支援

を行っている。各学校において、支援員･介護員の配置は個のニーズに応じた指導･

支援にとって大変有意義であり、またこれからの時代必要不可欠となるインクルー

シブ教育の構築･確立の視点からも大変有効なものであり、今後も適切な配置を期待

したい。特別支援教育コーディネーターや伊達市専門家チームの活用についても、

特別支援学級児童･生徒の指導について貴重なアドバイスをいただいており、今後も

継続した取組を期待したい。「個別の教育支援計画」･「個別の指導計画」の作成と

活用についても適切に行われていることから、今後も学校と保護者、関係機関にお

いて、教育的ニーズに応じた効果的な活用がされるよう期待したい。 

   国際理解教育の推進については、小学校での外国語活動、外国語科が本格導入さ

れて２年が経過したが、移行措置の間に小学校外国語活動巡回指導教員研修事業の

活用がなされ、伊達市におけるＡＬＴの複数（３名）配置など、異文化理解･外国語

科の学習に対する環境整備が行われており、今後も継続した取組を期待したい。英

語を用いた体験活動を行う「だてっ子イングリッシュアドベンチャー」については、

新型コロナウイルスの影響で中止になったが、今後ますますグローバル化していく

社会を生きていく子どもたちの異文化理解を促し、外国語に対する興味関心を高め

るためにも、感染状況を見極めながら、必要な感染対策を施した上で実施すること

が望まれる。中学校の伊達市学力テストにおける外国語のスコアについて、全国平

均を下回っている状況であることから、小学校段階から外国語に興味･関心を持ち、

積極的に学習に取り組む態度を育てるよう、今後の授業改善にしっかり取り組みな

がら、小中連携を深め、学力向上につなげることが望まれる。また、小学校で外国

語の専科教諭が配置された学校があり、子どもに質の高い外国語授業を学ばせ、他

の教員にとっても授業改善のヒントをつかむ研修にもなることから、今後市内全小

学校に配置されることを期待する。 

   情報教育の充実については、ＧＩＧＡスクール構想の導入により、児童生徒一人

１台ずつ端末が貸与され、またＩＣＴ支援員が市内に３名配置されるなど、ＩＣＴ

の環境整備が急速に進んだ。その結果、「情報モラル」の育成に向けた取組の充実に
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ついて、コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段に慣れ親しみ、情報

手段を適切に活用できるようにするための学習活動に取り組むとともに、情報機器

を利用する際の情報モラルを身につけさせる学習の充実が図られた。また、プログ

ラミング教育についても、一人１台端末を活用し、各学校での取組が進んでいる。 

   また、新型コロナウイルス感染症による学級閉鎖や出席停止児童への授業のオン

ライン配信がされるなど、学習の保障といった面での活用がなされ、幅広い活用の

仕方が今後も期待される。それと同時に、情報機器活用のマナーなどネットトラブ

ルについて、全国的にも様々な事例が報告されており、伊達市内の子どもたちにつ

いてもトラブルの未然防止に向けた指導や取組の継続が望まれる。 

   キャリア教育の充実については、キャリアパスポートの導入により、自らの学び

を見通したり、自己の変容や成長を振り返ったりする活動の充実が図られ、発達段

階に応じた職場見学や職場体験、職業座談会が教育計画に位置づけられるなど、特

別活動を中核としながら学校の教育活動全体を通して体系的に児童生徒のキャリア

発達が促されており、将来への見通しについての評価指標も徐々に高い数値になっ

てきている。しかし、コロナ禍において体験活動や講師の招聘といった外部との交

流について制限がかかる中、計画通りに教育活動が行われないといった実態もあり、

外部人材を活用した教室などはオンラインによる実施など、様々な工夫をしながら

教育活動を進めることが望まれる。 

   環境教育の充実については、各学校において全体計画を作成し、各教科や道徳、

特別活動、総合的な学習の時間の中で取り組んでいる。新型コロナウイルス感染症

により活動の制限があり、見送られている内容もあるが、地域の特性を生かしなが

ら、それぞれの学校で特色ある取り組みを進めることが求められる。 

   安全・防災教育の充実については、有珠山噴火や津波等の自然災害、不審者等の

防犯や交通安全対策等に備え、各学校危機管理マニュアルの適宜見直しを図りなが

ら、関係機関と連携した実践的な防災訓練を行うなど、学校安全対策の充実が図ら

れている。新型コロナウイルスの影響により、外部機関との連携に一部制約が見ら

れた部分もあったが、感染状況を見極め、対策を十分に講じながら可能な範囲で安

全・防災教育の充実を進めていくことを期待する。 

 

 ②豊かな心を育む教育の推進 

   道徳教育の充実については、道徳の時間を柱とし、教育活動全体を通して道徳性

の涵養が図られるよう各学校で取り組まれている。特に、道徳の時間については「考

え・議論する道徳」を実践するための授業改善に取り組み、子供同士の対話を重視

した授業の構築に向けて研修が進められている。コロナ禍で授業形態など制限がか

かることが多かったが、今後はＩＣＴの活用など様々な工夫をしながら望ましい授

業の在り方に近づけるよう、よりよく生きるための道徳が養われる道徳教育がなさ

れることを期待する。 
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   生徒指導・教育相談の充実については、不登校問題、いじめ問題等、各学校にお

いて粘り強く取り組んでいる。ただ、教員だけでは解決できない案件も多くなって

きていることから、スクールカウンセラーの活用、スクールソーシャルワーカーの

学校訪問による相談体制の確立など、チームとしての取り組みが定着している。不

登校・いじめ等についてはゼロを目指しつつも、現状としては不登校やいじめに悩

んでいる児童・生徒、そして保護者がいる現実に対してしっかりと対応し、また常

にその芽はどこの学校にもあることを念頭に置き、未然防止、早期発見、早期対応

に向けて、学校と関係機関で連携を取りながら取り組むことが望まれる。 

 

③健やかな体を育む教育の推進 

   体力・運動能力の向上については、小学校では全国平均を上回っているものの、

数値の低い種目もあり、中学校では全国平均を下回り、前回と比べても合計点が低

くなるなど課題が見られる。各学校、体力向上プランを作成し、課題のある種目と

全体的な体力の向上に向けて取り組んでおり、また伊達市全体においても縄跳びに

力を入れるなど、特に課題となっている持久力の改善に向けて取り組んでいること

から、今後の各学校での確実な実践が望まれる。 

   食育・健康教育の推進については、地産地消、地場産物を活用した給食の提供な

ど地域とのつながりを子供たちに意識させる工夫が凝らされ、またランチメールや

献立メモの充実、栄養教諭の各校への派遣指導など食育指導の一層の充実がなされ

ている。子供たちが考案した給食メニューが実際の給食に採用されるなど、給食を

通して食への意識を高める工夫がなされ、今後も食育指導の一層の充実を期待する。 

がん教育や薬物乱用防止教室等の健康教育に対する取組については、新型コロナ

ウイルス感染症の影響で、外部講師を招聘しての教室ができないなどの制約がある

中、各学校で教育課程に位置付け、自校職員が指導するなど工夫して実施されてお

り、今後も継続した取組を期待する。 

 

④地域と共にある学校づくりの推進 

   地域総がかりの教育の推進については、新型コロナウイルス感染症の影響により

学校運営協議会の開催を紙面に変更したり授業参観や給食の試食会を中止したりす

るなど制約された中での活動となった。しかし、協議会の会場を体育館にし、感染

対策を施しながら実施するなど工夫した中で教育活動への理解と情報共有、討議が

なされ、また協議会委員研修会への参加によってコミュニティ・スクールの目的や

どのような活動をすればよいのかを多くの委員が確認し、活動への意欲付けがなさ

れたことから、今後も地域全体で学校づくりをしていく基盤としてのコミュニテ

ィ・スクールの活動を継続していくことを期待する。 

   ふるさと創生教育の推進については、「だて学」を各学校の教育課程に位置付け、

それぞれの学校の特色を生かした取組を行っている。また、発達段階に応じた課題
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設定や課題解決、まとめや発信など、「だて学」を通して課題発見から課題解決、情

報発信といった探求型の学習能力を身につけることにもつながり、今後ますます活

動の充実が期待される。 

   異校種間連携・接続の推進については、乗り入れ授業、オープンスクールや教職

員の情報交流など、コロナ下でも感染対策をしながら可能な範囲での交流が行われ

た。今後、それぞれの接続段階で効果的な接続の在り方をさらに工夫しながら、継

続した取組を期待したい。 

   幼児教育の充実については、アプローチカリキュラム、スタートカリキュラムに

ついて取り組んでいるが、新型コロナウイルス感染症の影響により計画通りの実施

が難しかった。今後、カリキュラムをより良いものに整備し、感染状況を考慮しつ

つ、可能な範囲で取り組んでゆくことが望まれる。 

教職員の資質・能力の向上については、伊達市教育実践交流・研修会を実施し、

ＩＣＴ等の実践的な内容の研修を行った。多くの教員が参加し、効果的に端末を活

用した授業の進め方や、オンライン授業に役立つ知識や技能など、今日的な課題に

対応する実践的な研修を行うことができた。各学校の研修と併せて、伊達市内の教

職員の資質・能力の向上につなげる取組は今後も大切にしていく必要がある。 

 

⑤信頼される教育環境の整備 

   学校施設・設備の充実については、国の補正予算を積極的に活用しながら、東小

長寿命化改修、伊達小改築基本・実施設計、伊達中暖房設備改修が行われ、市立学

校の施設・設備の計画的な整備が進められている。また、今後、有珠小学校、長和

小学校と伊達西小学校との統合による２校の閉校にかかわり、備品等を有効活用で

きるよう準備を進めることが必要になる。 

   校外安全対策の充実については、コロナ下において、子供たちの命を守るための

必要な取組として各学校工夫を凝らしながら実施していた。特に交通安全教室や防

犯教室などは、地域の交通安全指導員や、警察署の協力を得て、連携を取りながら

実施することができた。また、通学路や校区の危険個所について、ＰＴＡや学校運

営協議会の協力を得ながら、事故防止のための情報提供や安全指導につなげており、

今後も継続した取組が大切と考える。 

   学校再編等の推進については、稀府小学校と東小学校との統合が計画通りに実施

され、令和４年度末に有珠小学校、同じく５年度末に長和小学校が閉校となり、伊

達西小学校との統合が予定されている。それに伴い、統合準備協議会が設置され、

子供たちの学ぶ環境に配慮した統合の在り方を検討しながら、児童や保護者の不安

を解消し、円滑な統合の実現に向けた努力が望まれる。 

   高等学校教育等との連携・支援については、令和３年度に伊達開来高等学校が開

校し、地域提案型の新しいスタイルでの公立高等学校がスタートした。学力向上や

部活動の活性化を通し、地域の子供たちが行きたいと思い、地域の人たちから愛さ
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れ、信頼される学校になるよう、市も支援し、連携を行っている。また、伊達高等

養護学校についても伊達市の特産である藍を使った特色ある教育活動に取り組んで

おり、地域に誇れる学校づくりが進んでいる。 

 

（２）社会教育 

 ①ふるさと意識を育て地域づくりに参加する青少年教育の推進 

   新型コロナウイルス感染症の影響により中止となったり、説明書と材料配布のみ

の実施となったりするなど、活動がままならない状況であった。しかし、協力団体

とで内容を検討し、実施できたものについては一定程度の参加があり、内容を工夫

することで活動につなげることができたようである。感染対策を講じながら、安全

の確保と活動の両立を模索することが今後も求められる。 

 

 ②共に支えあう地域づくりを目指す社会教育の推進 

生涯にわたる充実した学習機会の提供および高齢者が健やかで豊かに学ぶ機会の

創出については、新型コロナウイルス感染症の影響により中止になったり、回数が

減ったり、規模の縮小を余儀なくされた活動があったが、市民のニーズをとらえ、

それを反映した講座を開設したり、広報誌を用いて事業を周知するなど、市民が参

加しやすいよう工夫している。コロナ収束後に多くの市民が参加し、活動に充実感

を持ち、人と人とのつながりができるような働きかけを今後も継続することを期待

している。 

   家庭・地域の教育力の向上については、放課後子ども教室事業がコロナにより中

止になってしまった。しかし、家庭教育の重要さについて広報誌で啓発し、また放

課後児童クラブや青少年教育事業の枠組みを活用しながら今後の事業の在り方を検

討するなど、できることを模索していることから、今後の活動について可能な範囲

で取り組むことを期待している。 

   図書館機能の充実については、新型コロナウイルス感染症の影響により休館した

り利用方法や時間の制限を余儀なくされたりするなど、大きな影響を受けた。一方、

図書資料の差し替え・除籍や館内整備をし、利用しやすい図書館づくりが進められ

た。また、「みんなのオススメ本ポップコンテスト」を実施するなど、読書普及活動

強化が行われた。各学校でもコンテストに応募するなど、子供たちの読書活動啓発

につながっている。ただ、図書館にない本ではコンテストに応募できないことから、

子どもたちが本を選ぶ際に、図書館との連携を取りながらアドバイスをしていく必

要がある。 

 

（３）歴史・文化芸術 

 ①特色ある地域文化の推進 

   文化芸術活動の振興については、子どもたちが文化芸術に触れる機会の充実とし
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て毎年実施されている巡回小劇場が、新型コロナウイルス感染症の影響で中止とな

った。しかし、だて歴史文化ミュージアムを活用した美術展覧会、アートビレッジ

構想に基づく、様々なレベルに合わせた人材育成事業については実施することがで

きた。伊達市は今後のさらなる活躍が期待される若手の芸術家や舞台演出家、映画

監督、写真家などが輩出しており、文化芸術活動の振興は魅力ある街づくりにとっ

ても大切であり、今後も継続した取組を期待する。 

 

②歴史・文化を活かしたまちづくりの推進 

   だて歴史文化ミュージアムについて、入館者数は、修学旅行期、行楽シーズンの

臨時休館により大幅減となったが、企画によって１日の入館者数が伸びたり、アン

ケート満足度が８割を維持したりするなど、博物館としての魅力は高く評価できる。

企画展や１階スタジオにおける各種催事、市民コレクション展示、各種イベント企

画などを通して市民や観光客が入りやすく、魅力を感じるような取組をすることで、

観覧者への価値理解を促すことにつながっているのではないか。また、市内の小中

学校の学習の場として、博物館の特色を生かした活用を図り、歴史文化資源を通し

てだて学の学習にも結び付いている。今後も、「集い学びあえる場」としての博物館

の魅力づくりを続けてほしい。 

   文化財の保護と適切な展示保管環境の維持については、世界文化遺産に登録され

た北黄金貝塚の景観保全や、指定文化財について市文化財保護条例に基づく適切な

対応に努めている。また、噴火湾文化研究所収蔵庫で、担当職員が日常的に空調設

備による温湿度設定のモニタリングにより埋蔵文化財を管理しているなど、文化財

の保護に対する取組がしっかりと行われていることがうかがえる。今後も国庫補助

金等を活用しながら、国の史跡指定を目指す遺跡について文化庁等への働きかけを

行い、北黄金貝塚を中心としながら多くの歴史文化をアピールできる、魅力あるま

ちづくりを進めていただきたい。 

 

（４）スポーツ 

①豊かな心身を育むスポーツの振興 

   新型コロナウイルス感染症の影響で中止になったスポーツ大会やリーダー養成事

業があり、またスポーツ少年団の活動を自粛せざるを得ない時期があるなど、スポ

ーツ活動も大きく制限を受けた１年であった。しかし、スポーツ活動の促進につい

ては、指定管理者と連携し、各種目の初心者教室等を開催するなど、年齢や経験に

かかわらず、健康と生きがいづくりのためのスポーツ振興に取り組むことができた。

地区によっては健康推進モニタリング事業として親子での運動教室を開催し、コロ

ナ対策としてオンラインでの開催を実施するなど、市民の健康促進と、豊かな心身

を育むための様々な取り組みが行われ、今後も活動の機会と環境の整備・充実を継

続していただきたい。 
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   スポーツ施設の整備・充実については、各施設の空き時間帯に、設置目的以外の

用途で活用するなど、有効活用が推進されたことは非常に素晴らしい。老朽化が進

む施設や近い将来修繕や更新が必要な備品等の修繕・更新を計画的に進めているの

で、これからも健康づくりのためのスポーツ環境の整備を持続的に取り組んでいた

だきたい。 
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令和４年度（令和３年度対象）教育委員会点検・評価報告に関する意見 

 

                               八木沼 剛 宏 

 

１ 教育委員会の活動状況 

   教育委員会会議については、毎月１回開催される定例会において、教育に関する

様々な案件について、高い関心と問題意識をもち、活発な検討・協議を実施し、必

要な議決を行っていると考える。 

   令和３年度においても、新型コロナウイルス感染症の影響により、学校訪問や市

内の教育施設等の訪問を計画どおりに実施できなかったことは残念なことである。

様々な機会を見付けて意見交換等を行ったり、各学校・施設の課題把握に努めたり

することは、これからも必要なことだと考える。今後もより一層、学校や各施設と

の連携を図りながら、要望や課題などを適切に把握し、様々な教育活動の効果的な

推進に尽力されることを期待する。また、ホームページや広報誌等を活用し教育委

員会の会議の様子や活動等の情報を適切に発信しながら、市民の理解を得られるよ

うにこれからも取組を継続してほしい。 

 

２ 「第２次伊達市教育振興基本計画」に基づく管理及び執行状況の評価 

（１）学校教育 

 ①社会を生き抜く力を育む教育の推進 

   確かな学力の育成については、児童・生徒の現状を適切に把握し、成果と課題を

分析しながら、効果的な手段を講じることが大切であると考える。その意味におい

て、毎年実施されている「伊達市学力テスト」は、大変効果的な取組であると認識

している。結果を基に各学校において「学力・学習改善プラン」の作成を行う中で、

成果と課題を明確にしながら必要な手立てを考えたり、授業改善を実施したりする

ことで、子どもたちの学力の育成や教職員の資質の向上等につながっていくことを

期待している。 

   特別支援教育の充実については、伊達市特別支援教育推進協議会を実施し、その

中で児童生徒一人一人の現状やニーズ等を的確に把握し、必要な施策を実施してい

ると考える。また、各学校において、「個別の教育支援計画」や「個別の指導計画」

を作成し、日常の取組に活用したり、校種間の連携を図り切れ目の無い支援を継続

して実施したりすることは大切である。今後も様々なニーズを捉えながら、適切な

施策を実施できるように継続して取り組んでいただきたい。 

   国際理解教育の推進については、学校教育の場においても、ＡＬＴの学習サポー

トが適切に図られており、ネイティブの発音や会話表現を間近で見聞きし、実際に

自分たちで話したり、互いにコミュニケーションを図ったりする活動が展開されて

いると考える。日々のニュース・新聞報道等を見聞しても、これから国際化の進展
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は益々加速し、子どもたちが大人になり社会に出て行く頃には、日々の経済活動や

文化的な交流等、様々な活動が国境を越えボーダレスに展開していくことが予測さ

れる。そのような現状を考えると、世界の共通言語の一つとして、英語での表現を

駆使しながら活動する状況が必須であると予想される。今後も継続した取組を推進

し、外国語を用いたコミュニケーション能力の育成を図れるよう期待している。 

   情報教育の充実については、昨年度より１人１台のコンピューター端末が各学校

に整備配置され、それらを用いた様々な実践が行われていると認識している。これ

からも、授業での効果的な活用をはじめ、子どもたちに情報活用能力を育成し、そ

れらを安全に使用するためのモラルやマナー等が身に付いていくように、実践を積

み上げながら計画的に取り組んでいただきたい。 

   キャリア教育の充実については、それぞれの状況や将来に向けての希望等を把握

しながら、実際に自分の目で見たり、体験したりする取組の充実が大切だと考える。

コロナ禍の状況の終息が見えない中で、十分に実施できない取組等もあると思われ

るが、子どもたちに将来の展望などを考えることができるような様々な工夫を凝ら

した取組が展開されることを期待している。 

   環境教育の充実については、各教科・特別活動・総合的な学習の時間等、学校教

育全体を通して実践が図られており、地域のリソースを有効に活用した取組が行わ

れていると考えている。これからも、身近な地域に目を向けながら、自分たちの身

の回りの環境やそのよさに気付くような教育活動を展開できるように期待してい

る。 

   安全・防災教育の充実については、日常より危機意識をもちながら、万が一の状

況に備えることが大切だと考える。市内全ての学校において、そのことを念頭に置

きながら、防災訓練等が計画的に実践されている。地域との合同訓練の実施等も検

討しながら、警察などの関係機関・団体等と連携を取り、継続した取組を推進して

いただきたい。 

 

 ②豊かな心を育む教育の推進 

   道徳教育の充実については、道徳の授業を中心に学校教育の全体を通して、道徳

性が養われるように計画的に教育活動が行われていると認識している。自己肯定感

が若干低い傾向が見られるので、各家庭とも連携を図りながら、様々な場面を通し

て子どもたちに自分たちのよさや頑張り、また、成長している部分を実感させ、自

信をもって活動に取り組めるようになってもらえることを期待している。 

   生徒指導・教育相談の充実については、問題を早期に発見し、必要な手立てを素

早く講じて組織的な対応を行っていくことが大切だと思われる。引き続き、教育相

談や生徒指導の充実が図られるように取組を推進していただきたい。また、生徒指

導上の問題が複雑多岐に渡る場合も考えられ、外部機関との連携を図りながら解決

に当たることも必要だと考えられる。スクールカウンセラーやスクールソーシャル
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ワーカー等の適切な配置や相談体制の充実等、体制の整備も引き続きお願いしたい。 

 

③健やかな体を育む教育の推進 

   体力・運動の能力の向上については、引き続くコロナ禍で運動機会が減少し、体

力の低下傾向が心配されていたが、徐々に状況も変化し、感染対策を施しながら、

通常通りに運動をする機会も増えてきていると感じる。調査等の数値を見ても、そ

の状況が反映され、体力の低下傾向に歯止めがかかり持ち直してきていると感じら

れる。学校等での取組でも、運動会等の行事の実施や日々の体力増進に向けての様々

な取組が実践され、感染対策を考えながらの実施等が継続的に行われている。成果

や課題等を整理しながら、健康・体力の向上に向けた様々な取組の実践が図られる

ように、継続した推進をお願いしたい。 

   食育・健康教育の推進については、子どもたちも「給食がおいしい。」「毎日、楽

しみにしている。」との声が聞かれ、食育センターが有効に機能し、子どもたちの成

長や食に対する豊かな体験等につながっていると感じている。また、地場の食材等

を取り入れたメニューもあり、農業が盛んな伊達市のよさを子どもたちに伝える有

効な手段として活用されている。食材の高騰等の状況があるが、給食の質を維持し

たまま更に地場の食材等を有効に利用した献立の工夫を図っていただきたい。また、

栄養教諭による専門的な見地に立った栄養指導も子どもたちに健やかな身体を育成

していく上での食の大切さを伝えるのに大きく貢献していると考える。引き続き、

食を通した健康に関する教育を推進していただきたい。 

がん教育の実施に対しても、病気の発症を防ぐためには、生活習慣の改善や予防

が大切なことが伝えられている。義務教育の段階から、がんに対する知識の普及に

努め、自ら予防に努めることができる生活習慣が身に付けられるように、引き続き

実践を図っていただきたい。 

 

④地域と共にある学校づくりの推進 

   保護者をはじめ、地域の住民が学校運営に参画し、子どもたちにどのような資質

や能力を身に付けさせるのかを考えたり、その為にどのような地域の人・物・事な

どの素材を生かして教育活動を展開していくのかを検討したりすることは、地域と

ともにある学校づくりを推進していく上で意義のある大切なことであると考えてい

る。数値の達成状況を見ると、そのことが十分に理解され、実践に反映されている

と考えることができる。ＰＴＡとしての活動や学校運営協議会での検討等を通して、

子どもたちに必要な力を育成していけるように、これからも施策の充実に取り組ん

でいただきたい。また、ここ数年において、市内の小学校の閉校・統合等が進めら

れている。統合校においても、それぞれの地域のよさや特色などを引継ぎ、さらな

る充実・発展が図られるような学校づくりが進められていくことを期待している。

ふるさと創世教育「だて学」の実施を生かし、それぞれの地域のよさや伊達市の特
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色や魅力について、子どもたちの気付きにつながるような取組を図っていただきた

い。 

   異校種間連携・接続推進、幼児教育の充実については、これからの未来を担う子

どもたちにどのような資質・能力を身に付けさせていくのかを明らかにするために、

校種間の連携接続を図りながら情報を交流することは大切なことであると認識して

いる。コロナ禍が続き、予定どおりに実施できない場面も予想されるが、現場の状

況を勘案しながら、無理の無い範囲で必要な取組を行っていただきたい。 

教職員の資質・能力の向上については、「伊達市教育実践交流・研修会」の開催を

通して、市内各校の実践を交流し互いに学びを深めたり、養護教諭等の研修会で専

門性を高めたりする取組が進められている。教職員の資質・能力を高めることは、

より良い教育活動を進めていく上で大切な要素であると考える。これからも社会情

勢の変化等を視野に入れながら、様々な教育課題に目を向け、教職員が必要な知識・

技術等を身に付けられるような充実した研修等を実施していただきたい。 

 

⑤信頼される教育環境の整備 

   学校施設・設備の充実に関しては、伊達市学校施設長寿命化計画の策定・実施に

基づき、伊達小や東小の学校施設の修繕等、計画的な取組が行われている。子ども

たちの学びの場である学校の教育環境を整えるのは、学習活動を円滑に進める上で

大変重要なことであると考える。学校現場の声を聞きながら現状を把握し、予算の

規模や効果等を見据えて計画的な実施をお願いしたい。 

   校外安全対策の充実については、各学校において、警察や関係機関と連携した訓

練や指導等が計画的に実施され、児童生徒の安全意識や防犯意識の醸成が図られて

いると考える。継続した取組の実施をお願いしたい。 

   学校再編等の推進については、統合予定校においても、子どもたちが自分の力を

発揮し学習活動に生き生きと取り組めるように、保護者や地域の意見等に耳を傾け

ながら、必要な施策が実行できるように取組を推進していただきたい。 

   高等学校の連携接続については、北海道伊達開来高等学校が開校したことから、

子どもたちや地域にとって魅力ある高等学校が構築できるように、さらなる教育課

程の整備や教育環境の充実等が図られるよう期待している。 

 

（２）社会教育 

 ①ふるさと意識を育て地域づくりに参加する青少年教育の推進 

   こころふるさと意識を育む体験活動の推進については、コロナ禍が続き、計画し

たものの半数が中止になる等、残念な面も見られるが、その中でも協力団体の中で

内容等の検討を図り、実施できたものについては 194 人の参加人数を数え、関心の

高さが感じられる。今後も現状に合わせた方法等を模索し、様々なアイディアを出

し合いながら取組を進めていただきたい。 
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   交流活動を通じた地域づくりに参画する人材の育成については、姉妹都市との交

流派遣中止等は残念ではあるが、現状で可能な方法を考え、成人式はコロナ対策講

じた上で実施できたことは、青少年団体との連携を図る上での大きな成果であると

思われる。コロナ禍の終息が見通せない現状ではあるが、引き続き可能な方法等を

考えながら取組を推進していただきたい。 

 

 ②共に支えあう地域づくりを目指す社会教育の推進 

生涯にわたる充実した学習機会の提供については、市民講座をはじめとして、市

民のニーズを取り入れた企画・運営が成されていると考える。新型コロナウイルス

感染防止の観点から、市民講座は４講座中３講座の開催、市民カレッジは４講座中

２講座の開催と予定していた講座数を下回った結果ではあるが、現状を考えた上で

は十分満足のできるものであると思われる。今後も市民のニーズ等を把握しながら、

より魅力的な講座の開催が実行できるよう期待している。 

   高齢者が健やかで豊かに学ぶ機会の創出については、長生大学での学習が、伊達

及び有珠の各会場で 10回の開催が実施されている。長生大学に目的感をもち参加し

ながら、充実した学びにつなげている方も多数いると思われる。学生数の減少傾向

が見られるが、広報誌等を活用しながら活動をＰＲし、生涯を通じた豊かな学びの

一助になれるように引き続き取組を推進していただきたい。 

   家庭地域の教育力の向上については、引き続き広報誌等を通じた家庭教育の大切

さについての啓発活動をお願いしたい。また、この２年間、新型コロナウイルス感

染防止等のため事業を行えていない状況が見られる。放課後児童クラブとの連携や

青少年教育事業の枠組みでの活用等が対応方針にも記載されているが、現状を考え

た上で可能な形での取組方法の検討等を進めていただきたい。 

 図書館機能の充実については、図書資料の差替・除籍等を進めたり、利用者が選

びやすいように著者名の見出し等の館内整備を実施したりと、より良い読書環境の

構築に向けて実践が図られていると感じる。昨年度の臨時休館が計 50日となり年間

の利用者数は減少傾向にあるが、１日の平均来館者数が増加している等の結果を見

ても、環境の整備等が反映されているものと考えられる。これからも利用者のニー

ズを把握しながら、図書資料の充実や読書の普及活動に継続して取り組み、図書館

機能の充実・発展が図られるように取り組みを進めていただきたい。 

 

（３）歴史・文化芸術 

 ①特色ある地域文化の推進 

   文化芸術活動の振興については、事業の中止等が続き、鑑賞者数の減少も見られ

るが、様々な機会を通し芸術文化等にふれることのできる機会を確保することは、

生活に潤いを与え豊かにする上でも大切なことだと考える。また、子どもたちに舞

台鑑賞機会の提供を図る巡回小劇場の取組も芸術的な素地を養う上で貴重な体験に
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なると思われる。今後も市民のニーズを把握しながら、文化・芸術活動に直接ふれ

られる機会の確保を図っていただきたい。 

 

②歴史・文化を活かしたまちづくりの推進 

   歴史文化資源の活用については、だて歴史文化ミュージアムにおいて、歴史文化

資源を活用した特別展等を開催することを通して、市民や観光客等にその価値を伝

え、文化資源の保護につなげる施策が行われている。閉館日の増加で入館者数の減

少傾向が見られるが、アンケートによる満足度も８割を越える等、高い割合を維持

している。引き続き、指定管理者との連携を図りながら、魅力ある企画の実行や展

示方法の見直し等を進めていただきたい。 

   文化財の保護と適切な展示保管環境の維持については、昨年度、北黄金貝塚を含

む「北海道・北東北の縄文遺跡群」が世界遺産に登録され、注目が集まっていると

考える。貴重な文化遺産である遺跡群を子どもたちの学習活動の場として有効に活

用するとともに、人類共通の宝である北黄金貝塚をはじめとした地域の文化資源の

保護とさらなる活用を図れるよう施策の充実に取り組んでいただきたい。 

 

（４）スポーツ 

①豊かな心身を育むスポーツの振興 

   スポーツ活動の促進については、年齢や経験に関わらず、誰もが気軽にスポーツ

に取り組み、その楽しさを実感することは、健康で生き生きとした暮らしを送る上

でも大切な要素であると考える。引き続き、伊達市スポーツ協会等の関係団体と連

携を図りながら、事業の展開を進めていただきたい。併せて各種スポーツ少年団活

動・部活動等の補助や指導者の育成等の事業にも継続して取り組んでいただきたい。 

   スポーツ施設の整備・充実については、予算面を考慮しながら施設の維持・管理

を計画的に進めたり、指定管理者との連携を図ったりするなど、より多くの市民が

施設を有効に活用できるような施策の充実をお願いしたい。 
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令和４年度（令和３年度対象）教育委員会点検・評価報告に関する意見 

 

                               小 林 浩 路 

 

１ 教育委員会の活動状況 

   教育委員会会議については、定例会において、各委員の高い関心と問題意識をも

って教育に関する様々な案件について検討し、議決されていると考える。定例会の

開催予定や傍聴の案内、会議録等については、ホームページに掲載するなどして市

民に公開している。 

コロナ禍の影響で、学校訪問や各教育施設の視察が実施されなかったが、子ども

の学びの様子や学校が抱えている課題の把握、各教育施設の状況把握など、今後と

も継続して実施していただきたい。また、今日的な課題であるヤング・ケアラーの

実態調査や、オンライン学習による子どもへの影響について検証していく必要があ

ると考える。 

 

２ 「第２次伊達市教育振興基本計画」に基づく管理及び執行状況の評価 

（１）学校教育 

 ①社会を生き抜く力を育む教育の推進 

  確かな学力の育成については、国語、算数で概ね順調に向上しているが、中学校

数学の授業内容が「よく分かる」と回答した生徒の割合が低いことから、「学力・学

習改善プラン」の見直しと指導方法の工夫・改善によって目標達成の向上が期待さ

れる。 

   特別支援教育の充実については、すべての学校において、通級指導教室及び特別

支援学級に在籍する児童生徒の個別の教育支援計画や個別の指導計画が作成されて

いる。また、就学先や進学先等への引継ぎにも活用されており、子どもの成長段階

や、状況等の変化に応じた合理的配慮について、個別の教育支援計画や個別の指導

計画を検討・修正しながら切れ目のない支援に活用されることが期待される。 

国際理解教育の推進については、伊達市学力テストにおける外国語の平均点が全

国平均よりやや下回る結果であり、ＡＬＴと連携したこれまでの実践を生かした効

果的な指導方法の工夫・改善によって、子どもたちが外国の文化や習慣に慣れ親し

み、外国語を用いたコミュニケーション能力の向上が期待される。 

   情報教育の充実については、児童生徒一人ひとりに情報活用の実践力、情報モラ

ルの指導、情報機器活用のマナーなど、ネットトラブルの未然防止に向けた指導の

継続が重要である。また、ＧＩＧＡスクール構想に基づき、児童生徒一人に１台の

ＰＣ端末が整備された状況から、今後、発達段階に応じたプログラミング教育の充

実が期待される。 

   キャリア教育の充実については、児童生徒の発達段階に応じてキャリア形成の方
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向性と、将来の生き方や希望進路の実現、職業情報を収集・整理し、主体的に学習

活動に取り組めるよう、学校のキャリア教育全体計画に基づいた実践化が期待され

る。そのため、伊達地区ネットワーク会議への参加により、職場見学や職業体験を

通して児童生徒のキャリアプランニング能力の育成が図られるよう、地域との連

携・協力が重要と考える。 

   環境教育の充実については、すべての学校において、各教科、特別活動、総合的

な学習の時間等、学校の教育活動全体を通して環境教育に関する学習が継続して実

践されており、高い評価となっている。地域の将来を見通し、自らの課題としてと

らえ、課題解決に向けて自分たちができることを考えて行動できる子どもの育成が

期待される。 

   安全・防災教育の充実については、自然災害等に備え、警察や消防署等の協力を

得て、避難訓練や防犯教室等を学校教育の中でとらえることは、大変、重要なこと

と考える。 

 

 ②豊かな心を育む教育の推進 

  道徳教育の充実については、「考える・議論する道徳」の授業改善や指導に生きる

評価の在り方に係る校内研修の充実を図るとともに、自己を深く見つめ、自己肯定

感を高め、人間としてよりよく生きるための道徳性が養われるよう、道徳教育全体

の工夫・改善が期待される。 

   生徒指導・教育相談の充実については、教員だけでは解決できないことも多くな

ってきており、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの配置を継続

し、いじめや不登校、ネットトラブル、ネグレクト、更には、ヤングケアラーの調

査を行って、様々な児童生徒の置かれている状況の把握や、保護者が抱えている複

雑な悩みに即して、学校と家庭、市教委、市の関係部署、及び警察、児童相談所、

医療機関などと連携した対応が期待される。 

 

③健やかな体を育む教育の推進 

   体力・運動能力の向上については、すべての学校において伊達市体力テストを実

施し、児童生徒の実態に応じた「体力向上プラン」を作成し、持久力も含めた個々

の体力・運動能力の向上を目的とした指導の工夫・改善に活用されることが期待さ

れる。 

   食育・健康教育の推進については、安心安全な給食の提供と栄養バランスのとれ

た給食内容の充実を図り、新たな地場産食材を活用した献立の見直しが期待される。

また、栄養教諭派遣事業の継続的な実施によって、食育指導や給食指導の充実が期

待される。 

がん教育や薬物乱用防止教室、性に関する指導の実施については、すべての学校

における教育計画に基づき、保健体育や学級活動、及び外部講師を招聘した講座が
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実施されており、取組の充実が期待される。 

 

④地域と共にある学校づくりの推進 

   地域総がかりの教育の推進については、すべての学校で、保護者や地域住民が各

校の学校運営協議会や様々な活動に参加して、地域とともにある学校づくりが進め

られている。 

   ふるさと創生教育の推進については、地域の専門的な知識を有する人材や地域の

施設、副読本等を活用し、小学校から中学校、市内高等学校も含め、すべての学校

でふるさと創生教育「だて学」が、発達段階に応じた学習プログラムによって実施

されることが期待される。 

   異校種間連携・接続の推進については、小学校体験入学や幼稚園・保育所交流、

中学校区を基本とした児童・生徒の交流、異校種間の教育課程の接続や児童・生徒

に関する引継ぎ、指導方法に関わる研修会の推進により、円滑な接続を図っている。

また、市内高等学校と小・中学校との教育活動上の連携、指導方法に関わる交流や

情報交換が推進されており、今後とも、効果的な接続が期待される。 

   幼児教育の充実については、コロナ禍の影響で計画通りには実施できなかったよ

うだが、就学前の幼児が円滑に小学校や義務教育学校前期課程の生活がスムーズに

送れるように、市内の幼稚園、認定こども園、保育所の年長児が交流する「アプロ

ーチカリキュラム」の実施と、小学校や義務教育学校前期課程入学後も生活にスム

ーズに適応していけるように、生活科を中心に学科的・関連的な指導、弾力的な時

間割の設定、指導方法の工夫や指導計画を作成して実施する「スタートカリキュラ

ム」は、子どもたちや保護者の不安解消と負担解消にとって効果的な取組として実

施されており、今後とも、工夫・改善し継続されることが期待される。 

教職員の資質・能力の向上については、『伊達市教育実践交流・研修会」で、今日

的な研修課題ともいえるＩＣＴ等をメインテーマにした実践的な内容で関心が高

く、参加率を押し上げたものと思われる。また、養護教諭、栄養教諭、事務職員等

の研修会では、専門分野の研修内容とともに、事前に研修テーマを把握してテーマ

設定することは課題の共有化と資質向上に有益と考える。 

 

⑤信頼される教育環境の整備 

  学校施設・設備の充実については、伊達市学校施設長寿命化計画に基づいた増改

築工事の実施と学校の統廃合等、施設の将来的な動向や財源等を踏まえ、学校施設

が計画的に整備されていくよう期待される。 

   校外安全対策の充実については、警察など関係機関と連携した交通安全教室や防

犯教室を実施し、児童生徒の交通安全意識や防犯意識の向上を図っている。また、

登下校安全対策推進会議等により、校区の危険個所対策の検討と通学路の安全確保

の徹底が期待される。 
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  学校再編等の推進については、児童生徒が望ましい学校規模の中で学び、資質や

能力を更に伸ばしていけるよう、子どもたちの教育環境をよりよいものにするため、

伊達市立学校適正規模配置（案）に基づき、保護者や地域への十分な説明と調整を

行っていくことが大切と考える。 

   高等学校教育等との連携・支援については、子どもたちや地域にとって魅力ある

高等学校として構築されるよう、今後とも支援していただきたい。 

 

（２）社会教育 

 ①ふるさと意識を育て地域づくりに参加する青少年教育の推進 

   こころとふるさと意識を育む体験活動の推進については、子ども同士や親子、異

世代等がふれあう貴重な機会であり、青少年の健やかな成長と社会性を養う上で大

変重要であると考える。コロナ禍の影響で参加者数は減少したものの、引き続き、

協力団体と連携して、充実した事業内容の改良とともに、新たな参加者の創出に向

けた取組が期待される。また、青少年指導センター指導員と実施している巡回指導、

夏季海水浴場キャンプ場の巡回、広域列車添乗補導などは、大変、重要なことと考

える。 

   交流活動を通じた地域づくりに参画する人材の育成については、姉妹歴史友好都

市シニアリーダー研修交流事業がコロナ禍の影響で中止となったが、少子化に伴う

青少年団体の減少が懸念される中、リーダー養成研修や、伊達市成人式では、青年

団体の協力を得て新成人実行委員会を組織し、自ら企画立案運営するなど、地域づ

くりに必要な人材の育成事業として期待される。 

 

 ②共に支えあう地域づくりを目指す社会教育の推進 

生涯にわたる充実した学習機会の提供については、コロナ禍の影響で講座数の縮

減が余儀なくされたが、今後とも、市民ニーズに対応した多種多様な講座や講演会

を企画し、講座の時間帯や曜日、シリーズ等も検討し、市民が参加しやすい講座を

開設することが期待される。 

   高齢者が健やかで豊かに学ぶ機会の創出については、近年、高齢者の就労が増加

傾向にあり、入学者数が減少し、転居、疾病、死亡などによる在学生の減少傾向が

続いている。学生数確保のためには、広報紙等による積極的なＰＲ活動と、在学生

の学習ニーズを把握し、講義内容等の充実を図っていくことが重要と考える。 

   家庭・地域の教育力の向上については、コロナ禍の影響で開設されなかったが、

今後、有償ボランティアの確保とともに、放課後児童クラブとの関連から、「学習の

日」「遊び・交流・体験の日」の事業推進方策や取組方法について検討していくこと

が必要であると考える。 

   図書館機能の充実については、利用者のニーズに基づいた図書資料の整備や配架

を工夫するなど、読書普及の促進に努めている。コロナ禍の影響で臨時休館や滞在
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時間の制限がなされたにもかかわらず、１日の平均来館者が増えたことは、コロナ

禍で図書館利用の要望が増加した証しでもあり、ネット予約や電話予約による窓口

貸出などの対応が期待される。また、懸案事項である伊達市立図書館の新築、ある

いは、増改築の早期着工が期待される。 

 

（３）歴史・文化芸術 

 ①特色ある地域文化の推進 

   文化芸術活動の振興については、市民向け舞台鑑賞機会の提供として、伊達市・

室蘭市・登別市３市で行っている西いぶり定住自立圏文化事業やだて歴史文化ミュ

ージアムを活用した各種展覧会を実施している。また、市内全児童生徒に優れた舞

台芸術を提供する巡回小劇場事業は、コロナ禍の影響で中止となったが、今後とも、

引き続き、財政面の支援が必要と考える。 

 

②歴史・文化を活かしたまちづくりの推進 

   歴史文化資源の活用については、コロナ禍の影響で入館者数は減少したものの、

企画によっては、来館者の満足感や充実感が得られたものと考える。 

文化財の保護と適切な展示保管環境の維持については、世界文化遺産に登録され

た史跡北黄金貝塚の景観保全に努めるとともに、有珠モシリ遺跡と旧伊達邸宅の史

跡指定に向けた計画を策定し、国史跡指定の働きかけが必要である。また、史跡や

展示施設の説明ガイドやヤングボランティアの組織化、学芸員等の発掘・養成・確

保が必要と考える。 

 

（４）スポーツ 

①豊かな心身を育むスポーツの振興 

   スポーツ活動の促進については、年齢や経験に関わらず、健康や生きがいづくり

に向けて、誰もが気軽にスポーツに取り組むことができるよう、各種目の初心者教

室や地域間・世代間交流に向けたスポーツ大会の開催、更には、ニュースポーツの

普及促進が図られている。今後、青少年期の適切なスポーツ指導や個々の心身の発

達に応じた適切な指導が行えるようスポーツ指導者の養成が必要であると考える。 

   スポーツ施設の整備・充実については、コロナ禍においても、積極的に施設の利

用が図られ、市民の健康・体力づくりに寄与している。また、空き時間帯にスポー

ツ以外の団体利用や、市民のニーズに対応した有効活用が図られている。今後、指

定管理者等と連携して、施設の老朽化への対応や、修繕、備品等の補充など、更新

計画の作成準備に取り組む必要があると考える。 

 

 


